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令和元年６月６日（木曜日） 
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    ４ 番  磯  貝  幸  博 君     11 番  清  水  文  雄 君 

    ５ 番  小  谷  一  也 君     12 番  南     守  雄 君 

    ６ 番  七  田  満  男 君 
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都 市 整 備 部 長 田 中 義 勝 君 
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○職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 棚 田   進 君 

事務局参事兼次長 東   康 弘 君 

事 務 局 書 記 小 坂 しおり 君 

 

○議事日程（第２号） 

  令和元年６月６日  午前10時開議 

 日程第１ 

  議案一括上程 

  議案第38号 専決処分の承認を求めることについて 

        〔令和元年度内灘町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）〕から 

  議案第44号 財産の取得について〔高規格救急自動車 １台〕 

 日程第２ 

  町政一般質問 

   ９番 北 川 悦 子 

   ５番 小 谷 一 也 

   １番 土 屋 克 之 

   ３番 米 田 一 香 

   ２番 西 尾 雄 次 

   ８番 恩 道 正 博 

   10番 夷 藤   満 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【中川達君】 皆様、おはようござい

ます。 

 傍聴の皆様方におかれましては、早朝より

本会議場にご参集賜り、まことにご苦労さま

でございます。 

 本日は、町政に対する一般質問の日でござ

います。 

 初めに、傍聴の皆様にお願いを申し上げま

す。 

 本会議場では、携帯電話を鳴らすことのな

いようにご協力をお願いいたします。 

 また、議員が質問している際は、静粛にし

ていただき、むやみに立ち歩いたり退席しな

いよう、お願いを申し上げます。 

 ただいまの出席議員は、13名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【中川達君】 本日の会議に説明のた

め出席をしている者は、４日の会議に配付の

説明員一覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案一括上程 

○議長【中川達君】 日程第１、議案第38号

専決処分の承認を求めることについて〔令和

元年度内灘町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）〕から議案第44号財産の取得につ

いて〔高規格救急自動車 １台〕までの７議

案を一括して議題といたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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    ○質疑の省略 

○議長【中川達君】 各議案に対する提案理

由の説明は、既に聴取しております。 

 なお、昨日までに提出議案に対する質疑の

通告がありませんでしたので、質疑なしとし

て質疑を省略いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案等の委員会付託 

○議長【中川達君】 お諮りいたします。た

だいま議題となっております議案第38号専決

処分の承認を求めることについて〔令和元年

度内灘町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）〕から議案第44号財産の取得について

〔高規格救急自動車 １台〕までの７議案に

ついては、お手元に配付してあります議案付

託表のとおり所管の各常任委員会に付託いた

したいと思います。これにご異議ございませ

んか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【中川達君】 ご異議なしと認めます。

よって、各議案は議案付託表のとおり所管の

各常任委員会に付託することに決定いたしま

した。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一般質問 

○議長【中川達君】 日程第２、これより町

政に対する一般質問を行います。 

 質問時間は、１人30分以内ですので、時間

内にまとめるようお願いいたします。５分前

及び１分前に呼び鈴で合図をいたしますので

ご了承願います。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ９番、北川悦子議員。 

   〔９番 北川悦子君 登壇〕 

○９番【北川悦子君】 皆さん、おはようご

ざいます。議席番号９番、日本共産党、北川

悦子です。 

 一問一答方式で質問いたします。 

 まず最初に、令和２年、来年４月１日から

導入される嘱託職員、パート職員の会計年度

任用職員制度についてお尋ねいたします。 

 昨年３月会議にも質問いたしました。平成

29年５月に地方公務員法、地方自治法の一部

改正が行われ、臨時・非常勤職員が新たに会

計年度任用職員という名称で任用され直すこ

とになるという制度です。 

 内灘町では平成29年４月１日現在で、嘱託

職員102名、パート職員100名、合計202名。勤

続年数も、嘱託職員では平均6.5年。男女別で

は、嘱託職員102名中、男性10名、女性92名、

パート職員100名中、男性４名、女性96名と伺

いました。女性が90％以上を占めています。 

 住民サービス向上に励んでいただいている

在職する全ての非常勤嘱託職員、パート職員

が来年度から対象になってきます。答弁では、

「ことしの10月ごろから募集を始めるため、

９月会議に、条例の改正等が行えるよう準備

をしているという答弁でした。また、実態把

握をし、適正な人員配置に努めて、住民のニ

ーズに応える効果的、効率的な行政サービス

を提供していく」と答弁されました。 

 現在の進みぐあいを、まずお尋ねしたいと

思います。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 皆様、おはようござ

います。 

 けさの天気予報を見ますと、あすから雨と

いうことで、しばらくはぐずついた天気が続

くようでございます。梅雨も近いのではない

かなと思っております。 

 とかく、梅雨の時期は体調を崩しやすいと

聞いております。皆様におかれましては、体

調管理にご留意され、ご自愛願います。 

 また、町といたしましても、梅雨の雨水対

策にしっかりと取り組んでまいりたいと思っ

ております。 

 それでは、北川議員のご質問にお答えいた

します。 

 町では、来年４月の会計年度任用職員制度
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の導入に向け、現在の雇用状況を基本に、国

のマニュアルに沿った労働条件や常勤職員と

の均衡、人件費の積算や関係規定の整備など、

鋭意準備を進めているところでございます。 

 また、国においては、給与や報酬、社会保

険等の人件費の財源について、地方財政措置

の検討を進めているとのことですが、現時点

では詳細は明らかになっていない状況でござ

います。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 北川議員。 

○９番【北川悦子君】 予定どおり、10月募

集ということで進めているということでよろ

しいでしょうか。 

 ただ、どこの自治体にもお伺いしたところ、

財政的な国からの措置がまだ言われてきてい

ないということで、随分おくれているという

ところが多いように伺っております。 

 この会計年度任用職員というのは、１週間

当たりの通常勤務時間について、正規職員に

比べて短い場合はパートタイム会計年度任用

職員、同一の場合はフルタイムの会計年度任

用職員に分類されて、フルタイムの職員につ

いて見ると、退職手当制度等の対象となって

いるわけですが、内灘町は昨年度から、嘱託

職員全て７時間勤務としました。 

 新制度ではパートタイム職として任用とな

り、期末手当のみ支給可能となっていますが、

町としては国の動向を見てからということに

なるんでしょうか。期末手当をどのように考

えていますでしょうか。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 うちの嘱託職員、パート職員につきまして

は、今ほど議員さんおっしゃったとおり、パ

ートタイムの任用となっております。 

 その任用方法をどのようにするかというこ

とでございますけれども、国の方針がまだ決

まってませんので、この国の方針が決まり次

第、検討してまいりたいと思います。 

○議長【中川達君】 北川議員。 

○９番【北川悦子君】 もう一つお尋ねした

いんですが、嘱託職員を昨年度から、４月か

ら７時間勤務としたことで、これは先ほどの

適正な人員配置、効果的、効率的配置と考え

たためでしょうか。 

 保育所等は大変ではなかったかなというふ

うに懸念をしておりますが、嘱託職員の７時

間勤務ということで雇用されているわけです

が、来年度から、この嘱託職員７時間という

のの見直しということはないのでしょうか。

お尋ねしたいと思います。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 基本的には、これまでどおりの勤務時間で

したいと思っております。 

○議長【中川達君】 北川議員。 

○９番【北川悦子君】 一般職の職員数を見

ると、平成29年度は180名、30年度は184名、

今年度は187名というふうになっているかと

思いますが、嘱託職員、パート職員の合計数

は平成29年度202名。こうして比較してみます

と、住民サービス向上のために、いかに嘱託

職員、パート職員に支えられて成り立ってい

るのかなというふうに、この数からいっても

よくわかるんではないかなと思います。 

 そして、そこには女性がほとんどだという

ことで、賃金を安くというようなことで働い

ているような状態があるのではないかなとい

うふうに考えます。 

 内灘町の中において、この内灘町の職員と

いうのが一番大きな企業のように私は思って

いますので、ぜひこの内灘町からも雇用条件

が、国の方針にもよるんですけれども、最大

限、内灘町でこの会計年度任用職員制度に切

りかわるときに、重ねて、雇用の不安がない

ように、そして労働条件の低下とか定年制の
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問題も今のところないというふうにはなって

いますけれども、この辺の問題等も鑑みて、

ぜひ、これだけ住民のためにサービスに頑張

っていてくださっている嘱託職員、パート職

員の方たちに配慮ある制度になるようお願い

をいたしたいと思いますが、もう一言お願い

いたします。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 新制度における職員の任用については、適

切な募集を行った上で、試験や選考など客観

的な能力実証を行うことが必要とされており

ます。したがいまして、現在働いている職員

が無条件に再度の任用となるものではありま

せんが、制度導入によって、不当に不利益が

生じることなく適正な労働条件の確保が行わ

れるよう、引き続き検討してまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 北川議員。 

○９番【北川悦子君】 １年ごとの任用とい

うことになりますので、ぜひ雇用等の不安が

ないように、配慮をよろしくお願いしたいと

思います。 

 次の質問に移ります。 

 高齢者にとり住みやすいまちとして、今回

は、介護慰労金の拡大と福祉タクシーの拡大

の２点提案をさせていただきます。 

 初めに、介護慰労金について質問いたしま

す。 

 まず、町の在宅介護者の人数をお伺いした

いと思います。 

○議長【中川達君】 町民福祉部担当部長、

出嶋剛君。 

 〔町民福祉部担当部長 出嶋剛君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【出嶋剛君】 お答え

いたします。 

 平成30年度末、在宅での介護サービスを利

用している方は667名です。また、在宅介護慰

労金事業の対象となります要介護４及び５と

認定された方の平成30年度支給実績は50名で

ありました。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 北川議員。 

○９番【北川悦子君】 内灘町家族介護支援

事業実施要綱第１条に「要介護者を常時介護

している在宅介護者に対し、介護慰労金及び

紙おむつ購入費助成金を支給することにより、

その精神的及び経済的負担を軽減し、もって

在宅福祉の向上に資することを目的とする」

として、支給要件が、要介護認定区分が４ま

たは５と認定されたもので、在宅での生活が

１カ月のうち15日以上継続すると認められた

ものに１カ月3,000円、紙おむつも、同じ支給

条件に常時紙おむつが認められたものに

5,000円支給となっています。平成29年度には、

介護慰労金の支給は42人で96万6,000円、紙お

むつ購入費助成金は延べ23件、11万5,000円支

給されています。 

 先ほどお伺いした答弁では、30年度末では

667名中50名がこの要介護４と５ということ

でありますけれども、私どもの日本共産党内

灘町委員会が昨年12月、全町に行った町民ア

ンケートでもこんな声が届いております。「月

3,000円でどんな慰労になるのか」「毎日の介

護の大変さがわかっていない」「介護度３か

ら支給して、支給額をアップしてほしい」。

私も働きながら、近所の方や友達や近くのお

医者さんに協力してもらって義母を介護して

きました。本当に大変でした。 

 この思いがよく伝わってまいるわけでござ

いますけれども、介護保険制度が始まって、

他市町ではほとんどが介護慰労金制度をなく

してしまいました。こうした中で、内灘町で

は紙おむつ助成も含めて支給されています。

大変うれしいことですが、せめて介護慰労金

を１万円にアップして、介護度３から支給に

拡大できませんでしょうか。 
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 ちなみに、川北町は５万円、中能登町では

２万円支給されています。お伺いしたいと思

います。 

○議長【中川達君】 町民福祉部担当部長、

出嶋剛君。 

 〔町民福祉部担当部長 出嶋剛君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【出嶋剛君】 お答え

いたします。 

 平成27年度の法改正により制度の見直しが

行われ、財源が一般会計へ移行したことなど、

さまざまな背景により、議員おっしゃるとお

り、県内においては現在、７市町が実施して

いるのが現状であります。また、町独自であ

わせて紙おむつ購入助成なども実施しており、

議員ご提案の制度拡充につきましては、現在

のところ考えてはおりません。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 北川議員。 

○９番【北川悦子君】 現在のところは考え

ていないという答弁でした。精神的・経済的

負担を軽減するという意味合いからも、在宅

で介護をしていくということは本当に大変な

ことですので、ぜひこの辺は拡大に向けて検

討していっていただきたいと思います。 

 次に、福祉タクシーについてお尋ねをした

いと思います。 

 これもアンケート等とか皆さんの声により

ますと、「コミュニティバスに乗って外出し

たいと思うけれども、バス停が遠くて、足が

痛くてバス停まで行かれない」という声をよ

くお聞きします。 

 現在、福祉タクシーは、在宅で重度の障害

者または75歳以上の者に対し、タクシー利用

料金の一部を助成し、外出手段を確保し、福

祉の増進を図ることを目的とする事業となっ

ています。助成券は１枚500円、最大24枚とな

っています。 

 現在、75歳以上であって対象となっている

のは、ひとり暮らしまたは高齢者のみで構成

される世帯で、要支援または要介護認定を受

け、継続して在宅介護サービスを利用してい

る者となっております。車を運転する者は対

象外というふうにはなっております。平成29

年度で見ますと、237名に交付され、198万

1,500円となっております。 

 高齢者の外出手段をふやすためにも、高齢

者のみの世帯、同居世帯にも拡大できないか

お尋ねしたいと思います。 

○議長【中川達君】 町民福祉部担当部長、

出嶋剛君。 

 〔町民福祉部担当部長 出嶋剛君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【出嶋剛君】 お答え

します。 

 ただいま北川議員がおっしゃられたとおり、

町では、高齢者への外出手段の確保などを目

的に、75歳以上のひとり暮らしの方や、75歳

以上の高齢者のみの世帯で在宅介護サービス

を利用している要支援・要介護認定を受けら

れた方にタクシー券の助成をしております。 

 また、高齢者に外出機会をふやしていただ

くため、長寿お祝い制度の満75歳の方へコミ

ュニティバスの回数券を、高齢者で運転免許

証自主返納された方への支援でもコミュニテ

ィバスの回数券や定期券をお渡ししておりま

す。 

 町では、今後の高齢者人口の増加を見据え、

高齢者の方が元気でお過ごしいただくために

も外出支援の拡充は必要と考えており、今後

検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 北川議員。 

○９番【北川悦子君】 高齢者の車の事故も

ふえております。免許証の返上のきっかけに

もなるんではないかなというふうにも思いま

す。 

 コミュニティバスもあり内灘町は大変よい

のですが、ただ、バス停が人によっては遠く

てなかなか乗りにくいというようなこともあ

ったりして、タクシーで何枚というようなこ

とで少しでも外出の援助ができたらな、支援
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ができたらなというふうに思いますので、ぜ

ひこの点についてまた検討をしていっていた

だきたいというふうに思っております。 

 次の質問に移ります。 

 展望温泉ほのぼの湯についての利用料免除

についてお尋ねをしたいと思います。 

 まず最初に、現在、身体障害者３級の手帳

所持者の人数をお尋ねしたいと思います。 

○議長【中川達君】 福祉課長、上出勝浩君。 

   〔福祉課長 上出勝浩君 登壇〕 

○福祉課長【上出勝浩君】 お答えいたしま

す。 

 平成30年度末現在の身体障害者手帳３級の

所持者は180名であります。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 北川議員。 

○９番【北川悦子君】 現在、ほのぼの湯利

用料免除となっているのは、身体障害者手帳

１、２級までの方になっています。 

 以前にも質問をしましたけれども、ほのぼ

の湯は大変効能がとてもよく、足の痛い人も

よくなったと聞きます。また、アンケートの

中にも「毎日行きたいけれども、コミュニテ

ィバスの料金200円を考えるととても毎日は

行けない」とか「ほのぼの湯へ行くと体の調

子がよくなるが、働くこともできない体で、

お金がかかり使うことができないと我慢をし

ている」というような声をお聞きしました。 

 身体障害者手帳３級の方まで免除を拡大で

きないか、お尋ねしたいと思います。 

○議長【中川達君】 福祉課長、上出勝浩君。 

   〔福祉課長 上出勝浩君 登壇〕 

○福祉課長【上出勝浩君】 お答えいたしま

す。 

 身体障害者手帳３級の減免については、こ

れまで、他市町の状況調査を行い検討してま

いりました。 

 近隣市町の温浴施設では、身体障害者手帳

所持者への減免を行う市町はございませんで

した。身体障害者手帳３級の減免については、

現在のところ考えておりません。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 北川議員。 

○９番【北川悦子君】 やはり元気であれば、

高齢になっても働き続けたいという方が多く

いるかと思います。いろいろ体の故障によっ

て働けなくなって、そうしたときに内灘町に

は、財産であるほのぼの湯という入浴施設が

ある、ここへ入れば体の調子もよくなり、何

とか頑張っていけるという方が多くいらっし

ゃるかと思います。 

 今、１、２級の方たちも、全員ではないか

と思いますが、なかなか条件がそろわないと、

入浴に行きたいと思っても来れない方もいら

っしゃるかもしれません。そういう中で、他

の市町村にはないけれども、内灘町には誇れ

るこんな免除の制度があるんだよという点か

ら考えましても、ぜひ３級の方まで拡大をし

ていただけると、随分この方たちも、入浴す

ることによって体の調子を整えてよくなって

いくんではないかなというふうに私は思って

おりますので、拡大をぜひ検討していただき

たいと思いますが、もう一言お願いします。 

○議長【中川達君】 福祉課長、上出勝浩君。 

   〔福祉課長 上出勝浩君 登壇〕 

○福祉課長【上出勝浩君】 お答えいたしま

す。 

 先ほどの繰り返しになりますけれども、身

体障害者手帳３級の減免については、現在の

ところは行う考えはないということでありま

す。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 北川議員。 

○９番【北川悦子君】 現在のところはとい

うところがすごく心に残りましたので、ぜひ

検討を進めていっていただきたいというふう

に思います。 

 最後に、安全・安心なまちづくりとして、

一つ前からも議会の中でもお尋ねをしてきた

問題ですけれども、ぜひ、これから夏に向け
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て防犯の点からも早急にお願いしたいという

点がありますので、質問させていただきます。 

 内灘駅の自転車置き場の街灯についてお尋

ねします。 

 要望して随分明るくなりましたが、線路側

がとても暗い状態です。 

 ぜひ照明をもう一つふやしていただいて、

明るくなるようにしていただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長【中川達君】 総務部総務課、中川裕

一総務課長。 

   〔総務課長 中川裕一君 登壇〕 

○総務課長【中川裕一君】 お答えいたしま

す。 

 現在、内灘駅の自転車置き場には、水銀灯

２基とＬＥＤ照明灯１基を設置しております。 

 議員ご指摘の箇所につきましては、利用す

る上で特段の支障はなく、現在のところ増設

は考えてございません。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 北川議員。 

○９番【北川悦子君】 利用している方から、

やはり鍵がどこかわかりにくいというような、

すごく暗くてわかりづらいと、あれでは防犯

上よくないというような声をいただいてます

ので、ぜひもう一度、その現場に立っていた

だいて見ていただきたいなというふうに思い

ますので。 

 やはり女の子なんかが自転車置き場へ、奥

のほうに時間的なあれで、前のほうに置いと

けばいいかもしれないんですが、線路側のと

ころへ置くと本当に真っ暗になりますので、

その辺のところで防犯上よくないというふう

に私は思いますので、ぜひ見ていただいて、

改善していっていただきたいと思いますので、

お願いいたします。 

○議長【中川達君】 総務課長、中川裕一君。 

   〔総務課長 中川裕一君 登壇〕 

○総務課長【中川裕一君】 お答えいたしま

す。 

 現場に関しましては何度も確認させていた

だきまして、照度的なものも含めまして確認

して、利用するのには特段の支障はないかな

というふうに考えております。 

 防犯上の観点では、駐輪場に関しましては

防犯カメラを設置しておりまして、防犯カメ

ラ作動中という形で啓発活動もしております

ので、対応をさせていただいておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 北川議員。 

○９番【北川悦子君】 防犯カメラがあるか

ら安心というわけではないと思いますので、

内灘町は明るい町として、防犯の点からもぜ

ひ考慮していただきたいなというふうに思い

ますので。まだまだ町の中には暗い街灯のと

ころもたくさんあるかと思いますが、ぜひ、

これから夏に向けては、特に防犯という点で

考慮していっていただきたいというふうに思

いますので、よろしくお願いします。 

 以上で質問は終わります。 

○議長【中川達君】 以上をもって北川議員

の質問を終了させていただきます。 

 引き続き、５番、小谷一也議員。 

   〔５番 小谷一也君 登壇〕 

○５番【小谷一也君】 皆さん、おはようご

ざいます。 

 このたび、ご支援いただきまして、本当に

皆様のおかげで12年ぶりにこの場に立たせて

いただき、ありがとうございます。皆様に感

謝を込めて、私から一般質問に入りたいと思

います。 

 １つ目です。避難行動要支援者避難支援計

画について。 

 平成21年２月に災害時要援護者支援プラン

が策定され、平成29年２月に災害時要援護者

支援プラン改め避難行動要支援者避難支援計

画が策定され、避難行動要支援者名簿を、災

害が発生し、または発生する場合において、

避難行動要支援者を災害から保護するために
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特に必要があると認めるときは、避難支援等

の実施に必要な限度で避難支援等関係者に対

し名簿情報を提供することができるようにな

り、名簿の公表が避難支援等関係者に対して

ようやく公開されることとなりました。 

 各地区においての避難支援等関係者といえ

ば、町会役員を主とした自主防災組織や民生

委員であり、限られた人数しかいないのが現

状であります。避難行動要支援者の人数に対

して避難支援者の人数が足りず、災害があっ

た場合、一人一人の負担人数が多く対応でき

ません。 

 今後も避難行動要支援者の人数は確実に毎

年ふえるであろうが、避難支援者の人数の増

員は難しいのが現状であります。支援者を増

員する場合は、自主防災組織の人数をふやす

しかありません。 

 各町会には、町会内を細分化した班という

ものがあります。「遠くの親戚より近くの知

り合い」という言葉もあるとおり、班長さん

に避難支援者になってもらえば、避難行動要

支援者の近所に住んでいるので、避難行動要

支援者に対して早急に安否確認及び保護しや

すくなります。各町会の班長も自主防災組織

に加えたほうがよいのではありませんか。 

 けどしかし、班長というのは持ち回りのた

めに毎年かわりますが、個人情報保護の点か

ら、執行部としては問題があるでしょうか。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 自主防災組織につきましては、地域住民の

防災意識を高めることを目的に、地域住民の

自主的運営により組織されております。 

 したがいまして、自主防災組織に班長を加

えるかどうかという点につきましては、各自

主防災組織において判断していただくことと

なります。 

 なお、避難支援を希望する方からは、自身

の個人情報を自主防災組織に提供することに

ついての同意書を町に提出していただいてお

ります。 

 また、その一方で、避難支援者の個人情報

の提供を受けた自主防災組織からも、町に対

し、個人情報の適切な取り扱いに関する誓約

書を提出していただいておりますことから、

個人情報の保護は図られているものと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 小谷議員。 

○５番【小谷一也君】 先ほど班長さんのこ

とを言うたんですけれども、班長さんは毎年

かわるわけでありまして、ほとんど10年ほど

したら１周して、その班においては、その人

の個人情報が全部漏れていくという話になっ

ていくわけだと思うんですけれども、その点

はちょっとどう理解すればいいでしょうか。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 繰り返しになりますけれども、誓約書を提

出していただいておりますので、守秘義務は

発生しますので大丈夫だと思っております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 小谷議員。 

○５番【小谷一也君】 ありがとうございま

した。 

 次の質問に入りたいと思います。 

 高齢者運転免許証自主返納支援事業につい

てであります。 

 運転免許証がないと生活に不便なことが多

い。しかし、日本中で、高齢者によるアクセ

ルとブレーキの踏み違いにより、これからの

人が亡くなるなどの痛ましい事故の報道をよ

く目にします。 

 内灘町において、高齢ドライバーによる交

通事故防止を図るため、運転免許証を自主返

納した満65歳以上の人に対して、町コミュニ



 －16－ 

ティバス「なだバスナディ」定期券３カ月分、

町コミュニティバス「なだバスナディ」回数

券5,000円分、サンセットカード商品券5,000

円分、北陸鉄道グループ利用券5,000円分、展

望温泉ほのぼの湯の利用券5,000円分のいず

れか３点を支援しておりますが、高齢者の事

故が多い昨今ではあります。生活の不便を承

知で運転免許証を自主返納する返納者は、当

町において毎年何人いるでしょうか。 

 また、西荒屋、室は「なだバスナディ」の

便数が少なく、定期券をもらったが１回も使

用せず終わったという人の話を聞きます。 

 コミュニティバスの便数をふやすか、自主

返納を思い切ってしていただいた人に対して、

「なだバスナディ」の有効期限のない定期券

を渡せないものでしょうか。 

○議長【中川達君】 総務部長、長谷川徹君。 

   〔総務部長 長谷川徹君 登壇〕 

○総務部長【長谷川徹君】 それでは最初に、

私のほうから、運転免許証の自主返納者の人

数についてお答えさせていただきます。 

 町における運転免許証の自主返納者は、平

成25年度の支援制度創設以降、年々増加傾向

にあります。 

 ここ数年では、平成28年度64名、平成29年

度74名、平成30年度69名となりました。 

 なお、本年４月１日から５月末日までの２

カ月間では、34名の方が運転免許証を自主返

納されております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 企画課長、松井賢志君。 

   〔企画課長 松井賢志君 登壇〕 

○企画課長【松井賢志君】 私のほうからは、

小谷議員のコミュニティバスの便数をふやせ

ないかとのご質問にお答えいたします。 

 コミュニティバスの運行につきましては、

昨年４月にバス１台をふやし、運行ルートを

見直ししましたところでございます。 

 したがって、西荒屋、室などの北部地域へ

の増便につきましては、現在のコミュニティ

バスの利用状況を分析し、また町内各地域や

利用者の皆様からのご意見など総合的に判断

し、必要に応じて検討してまいりたいと考え

ております。 

 以上であります。 

○議長【中川達君】 総務部長、長谷川徹君。 

   〔総務部長 長谷川徹君 登壇〕 

○総務部長【長谷川徹君】 次に、私のほう

から、有効期限のない定期券の交付について

のご質問にお答えいたします。 

 議員ご質問の、免許証を自主返納した方に

対し、有効期限のない定期券を交付できない

かという点につきましては、免許証を持たず、

有料で定期券を購入している方との公平性に

欠けるため、現状では難しいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 小谷議員。 

○５番【小谷一也君】 ありがとうございま

した。 

 今後また自主返納者に対して温かい気持ち

で見守って、なるべく多くの方々に返してい

ただけるように、執行部としても努力をお願

いいたします。 

 それでは、次の質問に入ります。 

 役場庁舎駐車場についてであります。 

 日中、役場庁舎２階に駐車してある車が多

くて、２階駐車場には駐車するところがない

ということをよく聞きます。特に入札などが

あると駐車に戸惑うという話を耳にします。

来庁者に不便をかけているのが現状でありま

すが、職員の車、来庁者の車、どちらが多い

でしょうか。 

 いずれにいたしましても、満車状態が続く

のであれば、医科大の敷地を購入して駐車場

にするか、林帯遊歩道のポケットパークに駐

車場を整備して職員の駐車場をそちらに移し、

来庁者の不便を解消すべきではないでしょう

か。 

○議長【中川達君】 総務課長、中川裕一君。 



 －17－ 

   〔総務課長 中川裕一君 登壇〕 

○総務課長【中川裕一君】 お答えいたしま

す。 

 役場庁舎の２階駐車場については、そのほ

とんどを、役場職員の通勤用の有料駐車場と

して使用しております。 

 現在、役場庁舎の２階駐車場については、

今ほどお答えしましたとおり、ほぼ満車状態

となっておりますが、役場庁舎の１階駐車場

については、庁舎正面及び西側駐車場で140

台分の駐車スペースがあります。そのうち、

公用車35台分とリサイクル用５台分を除くと、

平常時は100台分の駐車が可能となります。 

 なお、行事等で駐車場が不足すると想定さ

れる場合には、職員にはマイカー通勤の自粛

を促すなど駐車スペースの確保に努めており、

現状では支障を来すような状況には至ってい

ないと考えております。 

 したがいまして、庁舎敷地以外に新たな駐

車場を整備することにつきましては現在考え

ておりませんが、２階駐車場の満車状態の現

状に対し対応策を検討してまいりたいと思い

ます。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 小谷議員。 

○５番【小谷一也君】 ありがとうございま

す。前向きによろしくお願いします。 

 次に参ります。 

 地域猫についてであります。 

 地域猫活動は現在、大根布区、鶴ケ丘東町

会、鶴ケ丘４丁目町会の３地区において取り

組んでおります。 

 地域猫活動は、地域住民、行政、ボランテ

ィアの３者協働で取り組む活動であり、飼い

主のいない猫の繁殖やふん尿、餌やり等につ

いて適切に管理し、徐々に数を減らしていく

活動であります。 

 避妊と去勢については交付金があり、地域

猫がふえるのを防いでおりますが、餌代の補

助については、地域のボランティアの人たち

の負担になっているのが現状であります。 

 各町会において、募金やフリーマーケット

により餌代を負担している地区もありますが、

それだけでは足りません。町から補助金を出

せないものでしょうか。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 町民福祉部長、上島恵

美さん。 

   〔町民福祉部長 上島恵美君 登壇〕 

○町民福祉部長【上島恵美君】 それでは、

お答えいたします。 

 町では、飼い主のいない猫の増加を抑制す

るため、平成24年度以降、地域猫活動に取り

組む町会に対し、猫の避妊・去勢手術費用を

助成しております。 

 本年３月末時点で地域猫活動を実施してい

る３町会では、95頭が町会のボランティアの

方々において適切に管理されており、そのう

ち83頭が手術済みの猫となっております。こ

の手術費補助制度は、県内他の自治体に先駆

けて取り組んでおり、地域に生息する野良猫

は減少し、確実に効果が見られております。 

 地域猫活動において猫の餌代を支援するこ

とは、現在のところは考えておりませんが、

他県の事例も参考に、町会やボランティアの

方々の負担軽減について、今後、検討してま

いります。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 小谷議員。 

○５番【小谷一也君】 ありがとうございま

す。 

 これは答え要らないんですけれども、今後、

手術代、もし病気とかけがした場合の手術代

も含めて補助を検討していただきたいと思い

ます。 

 以上で質問を終わります。 

○議長【中川達君】 以上で小谷議員の質問

を終了とさせていただきます。 

 引き続きまして、１番、土屋克之議員。 

   〔１番 土屋克之君 登壇〕 
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○１番【土屋克之君】 議席番号１番、新人

の公明党の土屋克之と申します。心こそ大切

との思いを込めて活動してまいりますので、

よろしくお願い申し上げます。 

 公明党の今のキャッチコピーは「小さな声

を、聴く力。公明党」です。これには、全国

約3,000人の地方議員と国会議員のネットワ

ークで生活者の声を聞き取り、国政につない

で予算や法律に反映してきた公明党の取り組

みが表現されています。私もその一員として

徹して、町民の皆様の声を聞いた上で質問さ

せていただきます。 

 さて、本日は、内灘海岸賑わい創出事業基

本構想の進捗状況について及び地域で取り組

むひきこもりの社会復帰支援についての２つ

の質問をいたします。 

 １つ目の質問です。平成30年11月に策定さ

れた内灘海岸賑わい創出事業基本構想の内容

及び進捗状況と具体的な今後の計画の進め方

について、どうお考えであるかをお聞かせ願

います。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 内灘海岸賑わい創出事業基本構想におきま

しては、ソフト・ハード両面の取り組みを進

めることとしておりますが、短期的には、に

ぎわいづくりや魅力発信などソフト面の強化

を進め、長期的には、にぎわい創出拠点の整

備やアクセスの向上などハード面の充実を目

指しております。 

 町では、この基本構想を着実に推進してい

くため、本年４月に観光振興室を新設し、Ｓ

ＮＳを活用した海岸の魅力発信や観光案内所

の機能強化など、観光振興のためのソフト施

策を積極的に進めております。 

 また、にぎわい創出拠点の整備等ハード面

につきましては、どのような整備が可能か、

他県の先進事例を調査するとともに、関係機

関との協議を開始しております。 

 今後とも、基本構想の具現化に向け着実に

取り組みを進め、内灘海岸のにぎわい創出に

向け、まずは、短期的な目標であるソフト面

での強化を推し進めていくことが大変重要で

あると考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 土屋議員。 

○１番【土屋克之君】 わかりました。あり

がとうございます。構想どおり短期部分が進

んでいるということで納得しました。 

 そこで、同時に策定された内灘駅周辺整備

事業基本構想にある「駅から内灘海岸などの

観光スポットに向かうための案内板が不足し

ている」と内灘海岸賑わい創出事業基本構想

にある「コミュニティバスの利便性を向上し

ます」及び「地びき網など海岸の魅力を生か

したにぎわい創出拠点を整備します」、その

３つの事柄を合わせて、先ほど町長そうおっ

しゃいましたけど、実現化に向けた第一歩と

して実験的に、①駅周辺に観光案内板を作成

し、②駅から海岸までの移動にコミュニティ

バスを利用し、③地びき網を体験するという、

この①、②、③のプログラムを用意してはい

かがでしょうか。 

 また、忙しい時期で申しわけございません

が、地元の千鳥台町会の皆様に協力依頼し、

地元から内灘海岸の魅力を発信するきっかけ

づくりが必要だと考えます。いかがでしょう

か。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 それでは、お答えい

たします。 

 内灘海岸賑わい創出事業基本構想では、内

灘海岸へのアクセス性向上や、観光、イベン

ト、食による内灘海岸の活性化を具体的な施

策の検討事項として掲げております。 

 近年、外国人旅行者を含め「モノ消費」か

ら「コト消費」へと旅行の形態も変化してき
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ていることから、現地での体験型の観光プロ

グラムも全国的にふえてきております。 

 議員ご提案の地びき網体験プログラムにつ

きましても、本町の貴重な観光資源である内

灘海岸を活用した体験型の観光プログラムの

一つであると考えております。今後、検討し

てまいりたいと思っております。 

 また、先ほど観光案内看板のことも言われ

たと思いますけれども、今現在、内灘駅前の

あのバスの待合のところに案内看板がござい

ますけれども、もう少しわかりやすいふうに

したいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 土屋議員。 

○１番【土屋克之君】 ありがとうございま

した。ぜひ近々に考えてくだされば。よろし

くお願いします。 

 ２つ目の質問です。8050問題という言葉を

ご存じでしょうか。80代の親が50代の子供の

生活を支えるという問題です。背景にあるの

は、子供のひきこもりです。 

 ひきこもりという言葉が社会に出始めるよ

うになった1980年代から1990年代は若者の問

題とされていましたが、約30年がたち、当時

の若者が40代から50代、その親が70代から80

代となり、長期高齢化、こうした親子が社会

的に孤立し、生活が立ち行かなくなる深刻な

ケースが目立ち始めています。 

 この問題は、公明党の障がい者福祉委員会

会長の山本博司参議院議員が取り上げ、平成

31年３月29日、内閣府は、自宅に半年以上閉

じこもっているひきこもりの40から64歳が全

国で推計61万3,000人いると調査結果を発表

しました。中高年層を対象にしたひきこもり

の調査は、初めてです。 

 少し細かい話をしますが、内閣府の調査内

容を説明しますと、ひきこもりを、自室や家

からほとんど出ない状態に加え、趣味の用事

や近所のコンビニ以外に外出しない状態が６

カ月以上続く場合と定義。専業主婦・主夫─

─ワイフ及びハズバンドですね──は、過去

の同種調査では含めなかったが、今回は、家

族以外と接触が少ない人はひきこもりに含め

た。 

 調査は2018年12月、全国で無作為抽出した

40から64歳の男女5,000人に訪問で実施、

3,248人から回答を得た。人口データを掛け合

わせて全体の人数を推計した。ひきこもりに

該当したのは、回答者の1.45％。ひきこもり

になった年齢は、60から64歳が17％で最も多

かったが、20から24歳も13％と大きな偏りは

見られていない。 

 きっかけは退職が最多で、人間関係、病気

が続いた。40から44歳の層では、就職活動の

時期にひきこもりが始まった人が目立つ。内

閣府の担当者は、いわゆる就職氷河期だった

ことが影響した可能性もあるとの見方を示し

た。 

 ひきこもり期間は、３年から５年が21％で

最多、７年以上となる人が合計で約５割を占

め、30年以上も６％いた。子供のころからひ

きこもりの状態が続く人のほか、定年退職に

より社会との接点を失うケースがあることが

うかがえる。 

 暮らし向きを上、中、下の３段階で聞いた

ところ、３人に１人が下を選択。家の生計を

立てているのは、父母が34％、自身が30％、

配偶者が17％で、生活保護は９％だった。 

 悩み事に関して、誰にも相談しないという

回答が４割を超えた。調査時期の違いなどは

あるものの、内閣府では、15から39歳も合わ

せたひきこもりの総数は100万人を超えると

見ている。長々と済みません。ひきこもりの

総数は100万人を超えていると内閣府の調査

ではっきりしてます。という内容になります。 

 また、今回初めて中高年層を調査したこと

について、内閣府の担当者は「40歳以上のひ

きこもりの人もいると国が公認することで、

支援が必要なのは若者だけではないという認

識を広げたい。若者とは違った支援策が必要
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だ」と話しています。 

 なお、平成22年６月議会に藤井前議員も当

時の若者を対象に、この問題に類似した質問

をされています。 

 そこで聞きます。ひきこもりの実態をどの

ように認識し、社会復帰支援をどう講じてい

く考えでありましょうか。お願いします。 

○議長【中川達君】 町民福祉部担当部長、

出嶋剛君。 

 〔町民福祉部担当部長 出嶋剛君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【出嶋剛君】 お答え

いたします。 

 町では、福祉課及び社会福祉協議会への家

族や関係者による相談により、現在ひきこも

りにより支援を継続している方は20名で、そ

のうち、40歳から64歳の中高年の方は９名お

られる状況です。本人とは定期的な面談を行

い、関係機関との連携による支援を行い、社

会復帰につなげているところであります。 

 しかし、ひきこもりの状態にある全ての方

の把握はできていない状況であります。 

 町では、この３月に策定した第２次内灘町

地域福祉計画の中で、地域による福祉委員会

の設置拡大を進めることとしております。こ

の福祉委員会の機能の一つに、支援を必要と

する人の見守りとあります。福祉委員会の活

動により、ひきこもりの状態にある方の情報

が寄せられ、より多くの方の社会復帰支援に

つながればと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 土屋議員。 

○１番【土屋克之君】 わかりました。 

 関連ニュース記事の一つを紹介させてくだ

さい。 

 それは「【悲惨】54歳の引きこもり男性、

母親が病死したため生活できなくなり衰弱

死」というタイトルで、内容は、埼玉県戸田

市のマンションの一室で、死後１カ月以上が

経過し、痩せ細った男性の遺体とポリ袋で何

重にも包まれた女性の遺体が発見された。室

内には、将来を悲観した内容の遺書があった。

長男は無職でひきこもりがちだったというこ

とで、母親が死亡した後に生活できなくなり、

衰弱死したようだとあります。この場合は親

と子ですが、一人の悩みも置き去りにしない

との信念が大事であると考えます。 

 今ほどお答えいただきました福祉委員会と

さらに重なりますが、もう少し具体的に、町

内での相談窓口の周知、石川県のひきこもり

地域支援センターとの情報交換、自立のプロ

である町内の就労支援事業者との連携、ひき

こもりサポーター養成と派遣などなどの強化

と継続についてどうお考えでしょうか。お願

いします。 

○議長【中川達君】 町民福祉部担当部長、

出嶋剛君。 

 〔町民福祉部担当部長 出嶋剛君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【出嶋剛君】 お答え

いたします。 

 まず、町内でのひきこもりの相談窓口とし

ては、役場の人権・行政・福祉相談や社会福

祉協議会の福祉なんでも相談を広報やホーム

ページにて周知し、相談を受け付けておりま

す。 

 石川県ひきこもり地域支援センターへの相

談では、同センターからの情報提供により、

本人への支援につなげております。また、定

期的に同センターとは情報の共有を行ってお

ります。 

 町では、このような相談をもとに、ひきこ

もり状態にある方が自立し社会復帰につなが

るよう、相談支援事業者や就労支援事業者と

も連携した支援を続け、これまでに就労につ

ながった方は15名となっております。 

 次に、ひきこもりサポーターにつきまして

は、県に登録しているサポーターは50名で、

そのうち町内の方は２名おり、県からの要請

により活動されていると聞いております。 

 町では、県や就労支援事業所などを初め地

域との連携により、ひきこもりの状態にある
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方に支援の手が届くよう社会復帰支援に努め

てまいります。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 土屋議員。 

○１番【土屋克之君】 ありがとうございま

した。いま一度、もう少し深く点検くだされ

ばなと、そんなふうに思いました。ありがと

うございます。 

 以上、２つの質問のご検討をお願いいたし

まして、質問を終わります。 

○議長【中川達君】 土屋議員の質問が終了

しました。 

 引き続きまして、３番、米田一香議員。 

   〔３番 米田一香君 登壇〕 

○３番【米田一香君】 議席番号３番、米田

一香です。 

 初めに、一言ご挨拶申し上げます。 

 先般の平成最後の内灘町議会議員選挙は、

町制施行後初の無投票となりました。多くの

方に支えていただき、再びこの場に立つこと

ができました。若い世代や女性の代表として

町に声を届けるチャンスに恵まれたことに、

感謝の気持ちとともに、責任の重みを感じて

おります。 

 ２期目を迎えるに当たりましては、初心を

忘れず町民とともにの政治信念のもと、皆様

のご期待に報いるよう、大好きな内灘町を強

く、しなやかな町へと発展させ、なお一層の

暮らしの充実と町民福祉の向上のために全力

で取り組む所存でございます。令和の時代に、

これからを担っていく子供たちの未来に責任

を持てる、謙虚で真っすぐな政治を心がけて

まいります。 

 川口町長におかれましては、県議会議員選

挙において政治生命をかけるとの発言がござ

いましたが、結果はともあれ、謙虚な気持ち

で引き続き町政のかじ取りを担っていただき、

明るく元気な内灘町の発展、町民の幸せな未

来のために、今まで以上にさまざまな課題に

真摯に取り組んでいただくことこそが、建設

的な、政治的な責任のとり方なのではないか

と思います。 

 若輩ではございますが、諸先輩方にご指導

を仰ぎつつ、私も議会の一員として４年間、

まちづくりの一翼を担ってまいりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、本日は３つの質問をさせていただき

ます。１つ目は、未来を見据え誰にでも優し

い道づくりで持続可能な発展を、２つ目は、

町の救急体制について、３つ目は、ヘルプマ

ークの継続的な周知をです。 

 通告に従い、一問一答方式で質問をさせて

いただきます。町長を初め執行部の皆様にお

かれましては、建設的なご答弁をぜひよろし

くお願いいたします。 

 初めに、内灘町では昭和34年、当時、内灘

村だったころに都市計画が導入され、昭和35

年にアカシア団地が宅地造成され、その２年

後の昭和37年の町制施行後も、金沢医科大学

の誘致や宅地開発、インフラ整備が進み、人

口がふえ、繁栄を遂げてまいりました。 

 北部開発など早急に取り組むべき課題もあ

りますが、これからも活気あふれる町であり

続けるためにはどうするべきか、少子・高齢

化と人口減少といった厳しい現状を直視しつ

つ、長い長い目で町の持続可能な発展を考え

る大切な時期なのではないかと思います。 

 この10年間で当町の人口はわずかに減少し、

65歳以上の人口は約2,200人増加、高齢化率は

17.4％から25.7％と急激に高齢化が進み、４

人に１人以上が高齢者となりました。そして

これから10年後の2030年には、町の人口は

2,000人減少し、高齢化率は32.7％となり、ほ

ぼ全国と同水準まで高齢化が進み、約３人に

１人が高齢者となる超高齢社会を迎えること

が予測されております。 

 このような状況において、活気あふれる町

であるために欠かせない住民の健康と教育、

人、物、場所と地域をつなぐ道、健康づくり

と人づくりと道づくりの方向性が、町が持続
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的に発展できるか否かを大きく左右するので

はないかと考えます。 

 誰もが住んでいると、またこの町を訪れる

と生き生きと元気になる、そんなまちづくり

を推し進めていただきたいと思いますが、今

後の町の持続可能な発展について、川口町長

はどのように考えていらっしゃるのでしょう

か。お答え願います。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 町では、平成28年度からの10年間を計画期

間とした第五次内灘町総合計画を策定し、災

害対策などの安全安心プロジェクト、定住人

口の確保等を目指す定住促進プロジェクト、

（仮称）白帆台インターチェンジ建設などの

北部開発プロジェクト、町民の健康づくりな

どの健康増進プロジェクト、内灘駅周辺整備

や内灘海岸にぎわい創出などの賑わい創出プ

ロジェクトという５つの重点プロジェクトを

定め、持続可能な発展を目指し、まちづくり

を推進しているところであります。 

 また、この計画に基づき、今後の人口減少

の克服に向け策定した内灘町まち・ひと・し

ごと創生総合戦略では、特に今後の人口減少

を見据え、子育て環境の充実を図り、若年世

代の転出抑制や定住促進、さらに、高齢化が

進む中、町民の皆様がいつまでも健康で暮ら

せるよう健康寿命を延伸し、安心して暮らせ

るまちづくりを目指しております。 

 今後とも、これらの計画や戦略に基づき、

持続可能なまちづくりを積極的に進めてまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 ありがとうございま

す。 

 川口町長は、内灘駅の改修を計画されてお

ります。この計画に合わせて、現在、浅電の

終点が内灘駅となっておりますけれども、今

後、路面の延伸を計画してはいかがでしょう

か。緑台から向陽台、鶴ケ丘、文化会館、役

場、医科大、そして、できることならば、橋

を渡ってほのぼの湯、総合公園、白帆台まで

メーン道路を何らかの形で路線を延伸し、そ

して海側、潟側に関しましては、コミュニテ

ィバスできめ細やかに今以上にフォローして

いく。そのような、より利便性の高い交通網

を今後整備していくお考えはないでしょうか。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 お答えいたします。 

 町では、今後さらなる高齢化が進む中、公

共交通の充実は大変重要な課題であると認識

をしております。 

 言うまでもなく、鉄道は多くの人を運ぶこ

とができ、定時性や速達性、安全性にもすぐ

れ、環境にも優しい交通手段でございます。 

 議員ご提案の浅電の延伸につきましては、

町の将来構想として大変夢のあるご提案であ

ると考えております。 

 しかしながら、地方鉄道を取り巻く経営環

境は、全国的にも大変厳しい状況となってお

り、また、その実現に当たりましては、道路

状況とあわせ、鉄道敷地の確保や事業の採算

性、財源の確保など、多くの課題がございま

す。したがいまして、道路計画や都市計画な

ど、町全体の課題として、今後、総合的に検

討をしていく必要がございます。 

 このようなことから、まずは内灘駅周辺整

備事業基本構想に基づき、浅電の終着駅であ

る内灘駅舎、町の玄関口である駅前広場等の

整備の具現化に向けて鋭意取り組んでまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 ありがとうございま

す。今後、町の交通網の事情を総合的に判断

して検討していく中に、一つの案として考え
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ていただければなと思います。 

 さて、今後も進む高齢化ですが、加齢に伴

い身体機能や認知機能は低下しますので、何

かしらの介護や配慮が必要な方、障害を抱え

る方が増加すると考えられ、町のあらゆるハ

ード整備においてはバリアフリーの推進が求

められます。 

 バリアフリーは、特に配慮が必要な方に特

化して、生活に支障となる物理的な障壁（バ

リア）をなくしましょうという考え方です。 

 今年度には、ほのぼの湯の手すり設置の予

算を計上していただきました。また、昨年度

には、県の条例に基づいて、平成25年から進

めていた町営の内灘霊園のバリアフリー化が、

構造上難しい残り30％のスロープ設置を残し

て、階段や斜面の改修、手すりの設置が完了

したということです。 

 北國新聞の記事によりますと、上前課長が

「高齢化により、バリアフリーの社会的ニー

ズは高まっている。時代に応じた霊園のあり

方を考えていきたい」と語っておられ、バリ

アフリーの解消は、高齢化が進む当町でも今

後も続く課題であり、町民の皆様の声をしっ

かりと受けとめておられ、先を見通したすば

らしい対応だったと感謝いたしております。 

 この霊園を整備されたのが昭和50年で、約

40年後にバリアがほぼ解消されたわけですが、

このように、既に存在する障壁（バリア）を

なくしていくことと並行して、あらかじめ設

計の段階から多くの方に使いやすいものとな

るようにする、ユニバーサルデザインの視点

を取り入れていくことが今後重要です。 

 ユニバーサルデザインは、高齢者や障害者

に特化して配慮するのではなく、文化、言語、

国籍や年齢、性別などの違いや個人の能力差

など、個人の差に配慮した、誰でも公平に利

用できる設計ということです。特に道路は多

くの方が常日ごろ利用するものですから、整

備する際には、このユニバーサルデザインの

視点が重要かと思います。 

 健康増進のためにも、安全に歩行できる道

路、外出を後押しする環境が求められると考

えますが、町の道路施設に対するユニバーサ

ルデザインの認識をお聞かせください。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 平成18年12月に施行された高齢者、障害者

等の移動等の円滑化の促進に関する法律、通

称バリアフリー法及び石川県バリアフリー社

会の推進に関する条例において、全ての人が

安全に安心して参加し行動できる社会を実現

するため、駅、官公庁、病院等を結ぶ道路等

の歩行空間にユニバーサルデザインを推進す

ることとされております。 

 町におきましても、これら上位法令の趣旨

に基づきユニバーサルデザインの必要性を認

識し、内灘町移動等円滑化のために必要な町

道の構造に関する基準を定める条例を平成25

年に制定し、ユニバーサルデザインに関する

整備基準を規定をしております。 

 町では今後とも、道路施設の改修等を行う

際は、町条例の基準及び県が作成した施設整

備の手引きを参考に、誰もが安心してスムー

ズに移動できるよう、ユニバーサルデザイン

を取り入れた改修整備を行ってまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 今ほどのご答弁では、

新設や、また改修する際にはユニバーサルデ

ザインを取り入れていくというお考えかと思

いますけれども、今使われている道路に対し

て積極的に改修を進めていくというお考えは

ありますでしょうか。ないですかね。 

 また、現状、町内の道路施設は、誰もが安

全・安心、快適に利用できるものとなってい

るとお考えでしょうか。課題についてどのよ

うに認識されていますか。お答えください。 
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○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 このユニバーサルデザイン、道路改修等に

つきましては予算も絡むものでございますけ

れども、徐々に、年々少しずつ改修していく

方向を考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 ありがとうございま

す。 

 では次に、今後、観光振興を進める上でも、

ユニバーサルデザインは非常に重要な視点に

なってきます。外国語表記の看板の設置状況

を踏まえ、現在は統一されてないんじゃない

かと思うんですけれども、課題の認識をどの

ように把握しておられますか。お答えくださ

い。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 現在、町内に設置されている道路案内標識、

観光施設や避難場所指示の看板などには、英

語表記のあるものとないものが混在している

のが現状でございます。 

 しかしながら、日本人のみならず、日本語

ができない外国人にも理解できるわかりやす

い表示看板を設置することは、多文化共生社

会や国際観光の振興の観点からも大切である

と考えております。 

 とりわけ、近年、金沢駅から浅野川線の電

車に乗って内灘海岸を訪れる外国人観光客が

増加していることから、まずは、町の玄関口

である内灘駅から海岸を結ぶルートにユニバ

ーサルデザインの案内標識を積極的に取り入

れていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 ありがとうございま

す。 

 ぜひ道路上には、内灘海岸や、道の駅はこ

ちら何キロといった外国語表記も取り入れた

看板の設置、また、先ほど町長答弁されてま

したように、あわせて駅の案内板ですけれど

も、例えばそういった町の施設の解説にも外

国語表記を入れていただいたりですとか。 

 あと、バリアフリーで言いますと、先ほど

も申し上げましたとおり、浅野川線の延伸を

することがもし可能であれば、その際に、無

電柱化とあわせて歩道をフラットにしたりで

あるとかそういった改修を、また、常に大通

り以外の通りでも歩きやすいようにきめ細や

かな舗装の改修をするですとか、いろいろと

きめ細やかなユニバーサルデザインを取り入

れた改修をしていっていただきたいと思いま

すし、ぜひ、内灘駅から内灘海岸まで続く道

ですけれども、せっかく観光の方がいらっし

ゃるわけですから、行くときにユニバーサル

デザインとあわせまして、舗装をカラー塗装

するとか模様を入れていくとか、行き帰りも

わくわくするような、ユニバーサルデザイン

とあわせてわくわくするような改修もしてい

っていただきたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 今ほどご提案がありました件につきまして

は、積極的に取り入れていきたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田一香議員。 

○３番【米田一香君】 ありがとうございま

す。 

 ぜひ積極的に、スピード感を持って取り組

んでいただきたいと思います。よろしくお願

いします。 
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 それでは、次の質問に移ります。 

 次は、町の救急体制について質問をさせて

いただきます。 

 まず、ここ10年の当町の救急出動状況はど

のように推移しておりますでしょうか。全国

で高齢者が増加しておりますので出動件数が

ふえているのではないかと思うんですけれど

も、10年前と比較した最新の件数、対象者と

内容について、具体的にお答えをお願いいた

します。 

○議長【中川達君】 消防長、高道三春君。 

 〔消防長兼消防司令長 高道三春君 登壇〕 

○消防長兼消防司令長【高道三春君】 ご質

問にお答えします。 

 救急出動の件数推移については、平成20年

中は640件、10年後の平成30年中は722件とな

っており、その年により多少増減はあるもの

の、増加している現状でございます。 

 対象としましては、昨年の救急搬送状況で

は高齢者の搬送が約65％、急病やけがによる

ものが多く占めております。 

 内容につきましては、高血圧による目まい、

感染症、そして転倒による骨折などが多い状

況でございます。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 今後ますます高齢化

が進みますし、現状を踏まえますと、現状の

救急体制の維持のみでは、今後、高齢化が進

み搬送件数がふえまして、緊急時のサービス

の低下、例えば一刻を争う救急でございます

けれども、時間的に少し時間が延びてしまっ

たりであるとか、人的なサービスの低下、人

的な不足が予測されます。 

 そうすることで救命率の低下もリスクとし

て懸念されるわけでございますけれども、町

でのこれまでのこういった件数の増加に対し

ての取り組みとあわせて、今後、救急体制の

課題についてどのように考え、どのように対

策していくつもりでしょうか。お答えをお願

いします。 

○議長【中川達君】 消防長、高道三春君。 

 〔消防長兼消防司令長 高道三春君 登壇〕 

○消防長兼消防司令長【高道三春君】 ご質

問にお答えします。 

 取り組みとしましては、応急手当ての普及

啓発や救急車の適正利用について呼びかけて

おります。特に福祉施設や各種団体を対象と

した救急講習会において、どのようなときに

救急車を呼べばよいのか、過去の事例をもと

に説明を行っております。さらに、町広報紙

やホームページなどでも適正利用を呼びかけ

ております。 

 しかしながら、高齢者世帯において、救急

車を呼ぶことにちゅうちょし、離れて暮らす

家族や親戚に相談した後で119番通報すると

いった事案も見受けられます。 

 今後の救急体制の課題につきましては、高

齢人口の急速な増加の中、救急出動もさらに

ふえることが予想され、救急車の要請が重な

ることにより到着がおくれることが危惧され

ております。救急車の適正利用のみならず、

救急車が本当に必要な場合の早い通報につい

ても継続して呼びかけていく所存でございま

す。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 ありがとうございま

す。 

 こういった状況の中、本当に生死を争うと

きに重要になってくるのがＡＥＤかと思いま

す。 

 まず、町内の公共施設や学校等のＡＥＤ設

置場所、そして台数を。あわせて、各施設に

おける設置状況、どういった施設には入り口

に置いてあるとか、大まかで結構ですので施

設の閉館時の対応、またその閉館時の対応や

それも踏まえたＡＥＤの設置場所についての

周知方法などをあわせてお答えください。 

○議長【中川達君】 総務課長、中川裕一君。 
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   〔総務課長 中川裕一君 登壇〕 

○総務課長【中川裕一君】 お答えいたしま

す。 

 まず、町立の公共施設や学校等35施設にお

いて37台のＡＥＤを設置しております。 

 各施設のＡＥＤにつきましては、施設利用

者の目につき、誰もが利用しやすい場所とし

て、ほとんどを玄関入り口に設置しておりま

す。 

 施設閉館時におきましては、管理、防犯の

観点から施設内に設置してあるため、閉館時

は使用できないこととなります。なお、その

周知等については特段行っておりません。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 ありがとうございま

す。 

 学校等においても、また公民館等において

も閉館時は使用できないということかもしれ

ませんけれども、実際に、閉館時にはガラス

を割って使用してもいいですよというふうに

周知されているところがあるのかなと思いま

すけれども、いかがですか。 

○議長【中川達君】 総務課長、中川裕一君。 

   〔総務課長 中川裕一君 登壇〕 

○総務課長【中川裕一君】 閉館時の対応と

いたしまして、各施設において、ガラスを割

って対応できる施設もあれば、なかなか難し

い施設もありますので、町としては特段の周

知はしておりません。各施設において、対応

策としてしているところでございます。ガラ

スを割っての対応等をしているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 各施設での対応とい

うことですけど、その施設は町の持ち物かな

と思うんですけれども、町では、その施設、

緊急時には割ってもいいよとかそういったこ

とは言わないし、今後も統一するつもりはな

いということでよろしいんでしょうか。管理

者として。 

○議長【中川達君】 総務課長、中川裕一君。 

   〔総務課長 中川裕一君 登壇〕 

○総務課長【中川裕一君】 各施設の状況を

見まして検討していきたいと考えております。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 実際に使いたくても、

公民館が閉まってて使えないといった状況も

あることも懸念されます。 

 向粟崎の公民館に関しましてはガラスを割

ってもいいよということになってますけど、

実際には針金が入っていてなかなか簡単に割

れる入り口ではありませんし、ほかの施設に

つきましても「ＡＥＤをガラスを割って使う

と言うけど、実際に割れるかな」という声も

聞いているわけです。 

 そういった中で、今後、このＡＥＤの設置

に関しては、屋外の設置、防犯上の観点から

難しいという答弁が来そうな気もするんです

けれども、実際にＡＥＤの設置が必要だ、Ａ

ＥＤが救命率を上げるという認識があるので

したら、24時間使えるように、せっかく設置

するのであれば屋外への設置も検討していた

だきたいと思いますけれども、いかがでしょ

うか。 

○議長【中川達君】 総務部長、長谷川徹君。 

   〔総務部長 長谷川徹君 登壇〕 

○総務部長【長谷川徹君】 ご質問にお答え

いたします。 

 屋外でのＡＥＤの設置につきましては、屋

外型収納ボックスを導入して設置している自

治体があることは承知しております。 

 しかしながら、ＡＥＤは医療機器であり、

特に屋外での温度管理のほか、塩分を含んだ

空気にさらさないこと、また直射日光が当た

らないことなどの条件があり、保管方法次第

では緊急時に使えないことも想定されます。

また、管理面においても、いたずらや盗難等

の問題も考えられることから、屋外での設置
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については現状では難しいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 今ほど、使える状態

になってないかもしれないということですけ

れども、そういう懸念があるのでしたら、設

置するときに定期的に点検をすればいいので

はないかと思いますし、また、いたずらされ

るかもしれないということですけれども、い

たずらしないように、ＡＥＤがどういったも

のであるか、どういった使い方をすればいい

のか、何で置いてあるのかということをしっ

かりと教育すればいいのではないかなと思い

ます、町民の皆様に対して。 

 ご理解いただけるものと思いますし、それ

を踏まえてもう一度、屋外に設置することに

ついて答弁いただけますでしょうか。 

○議長【中川達君】 総務部長、長谷川徹君。 

   〔総務部長 長谷川徹君 登壇〕 

○総務部長【長谷川徹君】 再質問にお答え

いたします。 

 屋外での設置につきましては、今ほどお答

えしたとおり、管理面等で難しいと考えてお

りますが、先進事例等について今後、調査研

究してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 では、検討していた

だきたいと思いますけれども。 

 ちなみに、設置後の使用状況というのは、

町内で使われているのですか。どうでしょう

か。 

○議長【中川達君】 消防次長、重島康人君。 

   〔消防次長 重島康人君 登壇〕 

○消防次長【重島康人君】 設置後の使用状

況についてですが、当町では、住民によるＡ

ＥＤの使用がこれまでに２回ありますが、い

ずれも、電気ショックは不要ですとの音声メ

ッセージが流れまして、実際の電気ショック

を行うまでには至っておりません。 

 県内の状況についてですけれども、全ては

把握しておりませんけれども、隣接する金沢

市におきましては、昨年中は39件の使用があ

りまして、８回の電気ショックを行った事例

があったとお聞きしております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 実際にＡＥＤを装着

する場面があったと、また電気ショックは必

要ないという音声が流れたということでござ

いますけれども、この結果を踏まえて、やは

り今後、ＡＥＤを適正に配置していかなけれ

ばいけないのかなと思うんですけれども、Ａ

ＥＤの必要性に対する認識と、また費用対効

果をどのように分析してらっしゃるでしょう

か。改めてお答えいただきたいと思います。 

○議長【中川達君】 消防長、高道三春君。 

 〔消防長兼消防司令長 高道三春君 登壇〕 

○消防長兼消防司令長【高道三春君】 ご質

問にお答えします。 

 突然の心停止の多くは致死的不整脈による

ものが多く、早期のＡＥＤによる電気ショッ

クが非常に有効であります。また、その場に

居合わせた人が使用する機器として必要不可

欠であると認識しております。 

 費用については、公共施設等で年間に換算

しますと、１台当たりおよそ４万円、収納ケ

ースつきではおよそ６万円を要しております。 

 電気ショックが１分おくれるごとに救命率

が10％低下することなど、救急車が到着する

までの早期の処置としてＡＥＤの設置は重要

であると考えております。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 ＡＥＤの設置は重要

であるということですけれども、今後も設置

が必要と考えていらっしゃるということかな

と思いますのでお尋ねしますけれども、町内

の民間のＡＥＤの設置場所と台数は、町のほ

うでは把握してらっしゃるでしょうか。 
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○議長【中川達君】 消防次長、重島康人君。 

   〔消防次長 重島康人君 登壇〕 

○消防次長【重島康人君】 民間の施設につ

いてですが、町として把握している限りでは

21施設に設置されております。台数につきま

しては、金沢医科大学病院が１施設で36台設

置されているほか、２台設置されている施設

もありますので、合計で57台の設置になりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 把握されているとい

うことで。 

 次に、ＡＥＤの使用方法を含む救命講習の

実施状況と町内の受講者数についてもお答え

いただきたいと思います。 

○議長【中川達君】 消防次長、重島康人君。 

   〔消防次長 重島康人君 登壇〕 

○消防次長【重島康人君】 お答えいたしま

す。 

 平成30年中のＡＥＤの使用方法を含む救命

講習は37回ありまして、受講者数は841人でご

ざいます。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 約800人のうち、実技

を実際にされた人数というのは何人になるん

でしょうか。 

○議長【中川達君】 消防次長、重島康人君。 

   〔消防次長 重島康人君 登壇〕 

○消防次長【重島康人君】 お答えいたしま

す。 

 30年中におきましては、ほぼこの800人の方

が一応実技をしているということでございま

す。見学だけにとどめている方につきまして

は、もう少し多い人数でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 ありがとうございま

す。 

 今後も高齢化が進みまして、一般の方がそ

ういった救命の場所に出くわすといった場面

がふえてくるのではないかなと予測されてき

ますので、ぜひ今後も継続的な町民の皆さん

への研修、また学校等でも、各学校で継続的

に研修して、内灘町は全員が心肺蘇生をでき

る状況に、またＡＥＤも使える状況に町民全

員ができますよ、そんな町にしていっていた

だけたらなと思いますし。 

 また、先ほど言いました公民館等公共施設

の屋外へのＡＥＤの設置とあわせまして、例

えば、交番や24時間営業しているコンビニ等

へのＡＥＤの設置。また、民間では、デイサ

ービスや老人ホームなどの高齢者の集まる福

祉施設で設置していないところも多くあるか

と思いますし、保育所もばらばらかなと思い

ますので、こういったところに対しまして、

先進自治体では、24時間使えるように屋外に

購入、設置した際には民間に対して助成をし

ているという自治体もございますので、そう

いった事例を参考に、ＡＥＤの設置に対しま

して積極的に助成をしていただけたら、また

ＡＥＤが町内にもっとふえたらいいのではな

いかなと思います。 

 町民の安心・安全につながっていくものと

思いますので、こういったことに関しまして

はどのようにお考えか、お答えをお願いいた

します。 

○議長【中川達君】 総務部長、長谷川徹君。 

   〔総務部長 長谷川徹君 登壇〕 

○総務部長【長谷川徹君】 ご質問にお答え

いたします。 

 初めに、ＡＥＤをコンビニエンスストアな

どの24時間営業の箇所等に設置できないかと

いう点につきましては、他の自治体の事例等

を参考に、今後、調査研究してまいりたいと

思います。 

 また、福祉施設等に対しての設置につきま

しても、あわせて調査研究してまいりたいと

思います。 

 以上でございます。 
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○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 少し難しいのかもし

れませんけれども、民間でＡＥＤを設置した

際には、ぜひ町へ届け出をしていただくとい

う形はつくれないでしょうか。任意になりま

すので、100％正確な情報ではないかもしれま

せんけれども、条例等を設置して、その中で、

条例等の中で、ＡＥＤを設置した際には町へ

届け出をお願いしまして、町でも把握できる

という状況をつくっていただきたいと思いま

すし。 

 あわせて、ＡＥＤを設置した施設に関しま

しては、特に公共施設ですけれども、入り口

に大きく目立つように、今シールが張ってあ

るかと思いますけれども、ここですよとわか

るように。また、ちょっと広い施設に関しま

しては、この先何メートルでＡＥＤがありま

すよと書いてわかるように、別の入り口から

入ったときもわかるように、どこの部屋にい

てもＡＥＤはここですよとわかるように掲示

をしていっていただけたらいいなと思います。 

 こういった条例制定も視野に入れて、こう

いったことに取り組んでいただきたいと思い

ますけれども、いかがでしょうか。 

○議長【中川達君】 総務部長、長谷川徹君。 

   〔総務部長 長谷川徹君 登壇〕 

○総務部長【長谷川徹君】 ご質問の設置の

届け出に関する条例化につきましては、これ

も調査研究してまいりたいと思います。 

 また、入り口にシールなどの表記につきま

しても、これについては工夫してまいりたい

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 前向きな検討をよろ

しくお願いいたします。 

 では、最後の質問に移ります。 

 さて、平成24年から全国的に既に導入が進

んでいたヘルプマークがようやく石川県でも

導入され、令和元年５月15日の金曜日午後１

時半から当町でも３カ所で交付が開始されま

した。以前よりヘルプマークの導入を待ち望

んでいた方からは、喜びの声を伺っておりま

す。ご尽力いただきました上出勝浩福祉課長

を初め、担当課の皆様並びに県など関係者の

皆様に、心から感謝申し上げます。 

 平成30年12月会議での一般質問の際の答弁

では、県のヘルプマーク導入の内容も踏まえ、

配布場所の検討とあわせて、課題となってい

る配布対象、つまり障害者のみならず、緊急

時に配慮を必要とする全ての方が使いやすい

ヘルプカードを手にすることができるような

取り組みも検討していただけるとのことでし

たが、ヘルプマークとあわせてヘルプカード

も一緒に考えるということでしたが、その後

どうなっていますでしょうか。 

 ご存じの方もいらっしゃるかと思いますが、

より多くの方に知っていただきたいと思いま

すので、町と県のホームページより一部引用

し、説明をさせていただきます。 

 ヘルプカードは、援助を必要とする方が携

帯し、緊急時に周囲の方から適切な支援をし

ていただけるよう緊急連絡先や緊急時の対応

などを掲載したカードで、町では障害のある

方に配布をしています。 

 ヘルプマークは、義足や人工関節を使用し

ている方、内部障害や難病の方または妊娠初

期の方など、外見からわからなくても援助や

配慮を必要としている方々が周囲に知らせる

ことで援助を得やすくなるよう、東京都が作

成したマークです。 

 県庁で交付セレモニーが行われ、谷本知事

から16団体の代表者にヘルプマークが手渡さ

れ、団体の皆様は、そちらからヘルプマーク

を手にすることができたようです。団体以外

の方、また今後必要になる方は、ご自身で窓

口で交付を受けることになります。 

 ５月19日の北國新聞の「地鳴り」にも掲載

されていましたが、交付開始日に金沢市役所

にヘルプマークをとりに行かれた方が、「ヘ
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ルプマーク？ 何それ？ 車につけるんか」

との窓口での職員の返答に啞然としたそうで

す。職員に対する周知が行き届いていなかっ

たようです。 

 それを聞いて、町では大丈夫だったか心配

になり確認したところ、当町では数日トラブ

ルなく交付できたとのことで一安心しました

が、当町でのヘルプマークが、どんな方が、

どこでどのように受け取れるのか、具体的な

配布方法とあわせて、今日までの配布状況に

ついてお聞かせください。 

○議長【中川達君】 町民福祉部福祉課担当

部長、出嶋剛君。 

 〔町民福祉部担当部長 出嶋剛君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【出嶋剛君】 お答え

いたします。 

 ヘルプマークは、先ほど議員述べられたと

おり、県が実施主体となり、本年５月15日か

ら県下一斉に交付が始まりました。 

 町では、役場福祉課、あと保健センター、

社会福祉協議会の３カ所の窓口にて、申請書

に記入いただき、その場で交付させていただ

いております。これまでに町で交付したヘル

プマークは、３カ所合わせ17個となっており

ます。 

 あと、交付の対象者のほうですけれども、

町といたしましては、県のヘルプマーク交付

事務マニュアルに沿って交付している次第で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 今ほど、県のマニュ

アルに沿って対象者に配布されているという

ことでしたけれども、金沢市では、交付を受

ける際に、その方は別の職員から障害者手帳

の掲示が求められ、「手帳がない人は、どう

してもという強い希望があれば渡します」と

言われたそうです。連絡先や難病であると必

要な理由を書いて受け取ることができたそう

ですが、そもそもヘルプマークはこんなに難

しく考えないといけないものなのかと少し疑

問に感じます。 

 町のホームページでは、本人確認ができる

書類、代理の方が受け取る場合には、援助や

配慮を必要とすることを証明する書類のコピ

ーを持参してくださいと書いてありますけれ

ども、こういった個人情報まで管理しないと

いけないものなのでしょうか。 

 そして、この管理は県主体でやっているヘ

ルプマークですけれども、この個人情報の管

理は、町が把握するのか、県が一元化して管

理するのでしょうか。費用がかかるため、重

複して配布することのないように、悪用され

ないようにとの取り組みなのかもしれません

けれども、このように管理している明確な理

由も、県のほうが示しておりましたらお答え

ください。町がどのように考えているかもお

答えいただきたいと思います。 

○議長【中川達君】 町民福祉部福祉課担当

部長、出嶋剛君。 

 〔町民福祉部担当部長 出嶋剛君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【出嶋剛君】 お答え

いたします。 

 ヘルプマークの申請に対して、個人情報等

の管理につきましては、当然申請を受ける町

が管理していかなければならないというふう

に考えております。 

 また、町の職員と、あと社会福祉協議会の

職員にもなりますけれども、ヘルプマークの

意義をまずもってしっかりと認識していただ

いて交付しているのが現状でございますので、

町としましては、ヘルプマークのほうは今後

も今と同じような形で交付していきたいと考

えております。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 どういった目的で個

人情報を集めるんですかね。 

 また、町以外で同じ方が別のところで交付

されてた場合はそっちでも管理されると思い
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ますし、重複ということも十分考えられると

思うんですけれども、どういった理由かとい

うのも教えていただきたいと思います。 

 必要がないんであれば、県がしなさいと言

ってもする必要がないんじゃないか。県が必

要だと言ってる情報じゃないんでしたら、町

は窓口でお配りしたらいいんじゃないでしょ

うか。 

○議長【中川達君】 福祉部担当部長、出嶋

剛君。 

 〔町民福祉部担当部長 出嶋剛君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【出嶋剛君】 お答え

いたします。 

 町が管理する必要というか、申請の際に、

本当に申請者が配慮が必要かどうかという確

認のためにそういった提出書類の提示を求め

て、それを管理するというか、交付を受けた

方がどなたなのかということを管理していく

という思いで申請書を記入して交付している

という形で、あと、再交付等の件があれば、

そういった情報を管理して再交付に向けて交

付を行っていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 配布状況についても

う少し詳しく教えていただきたいんですけれ

ども、交付の際にはどういった説明をされて

いますでしょうか。 

 県のホームページには、「ヘルプマークの

交付を受けた方へ」というところに、他人に

貸与または譲与できない、必要なくなったら

返却か廃棄するよう記載があります。町では、

これについてはどのように考えて、どういっ

た説明をされているのか教えてください。 

○議長【中川達君】 福祉部福祉課担当部長、

出嶋剛君。 

 〔町民福祉部担当部長 出嶋剛君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【出嶋剛君】 交付の

際に職員に対しては、先ほども述べたとおり、

県のヘルプマークの交付事務マニュアルに沿

って対応するようにというふうな説明をいた

しております。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 貸与とか譲与に関し

ても柔軟に対処できるように、少し県に対し

ても変更を求めていただきたいと思いますの

で、今後ともよろしくお願いいたします。 

 新元号「令和」には、人々が美しく心を寄

せ合う中で、文化が生まれ育つという意味が

込められています。新時代にヘルプマークと

いう一つの思いやりの文化が県内でも取り入

れられたことは、大変意義のあることだと思

います。 

 今後、町でも継続的な周知徹底を行いまし

て、ヘルプカードとヘルプマークの違いを含

めた周知啓発をしていっていただきたい、県

にも要望していただきたいと思いますが、い

かがでしょうか。 

○議長【中川達君】 町民福祉部福祉課担当

部長、出嶋剛君。 

 〔町民福祉部担当部長 出嶋剛君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【出嶋剛君】 お答え

いたします。 

 町といたしましては、ヘルプマーク自体の

存在や意義を知っていただくことが大変重要

であると認識しております。 

 町では、広報やホームページを初め、県が

作成したポスターなどを町内の公共施設や商

業施設、銀行などにも掲示をお願いし、周知

や普及に努めているところであります。また、

県のほうにも、ヘルプカードとの違いがわか

るポスターにつきましては、順次、県に要望

してまいりたいと考えております。 

 今後も継続した周知に努め、思いやりのあ

る社会の構築を目指してまいりたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 米田議員。 

○３番【米田一香君】 ヘルプマークという
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思いやりの文化が根づき、ソフト・ハード両

面からバリアフリー、ユニバーサルデザイン

の概念が時代の移ろいとともに生まれ、必要

な配慮が当たり前にできる円熟した社会にな

ることを期待しております。 

 令和の時代が穏やかに流れ、そして内灘町

が持続的に発展し皆様が幸せに過ごせますよ

う心から願い、私の一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長【中川達君】 以上で米田議員の質問

が終了しました。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【中川達君】 ここで暫時休憩をいた

します。 

 なお、再開は１時30分から開会させていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

           午後０時07分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後１時30分再開 

    ○再   開 

○議長【中川達君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一般質問 

○議長【中川達君】 それでは、一般質問を

続行いたします。 

 ２番、西尾雄次議員。 

   〔２番 西尾雄次君 登壇〕 

○２番【西尾雄次君】 議席番号２番、国民

民主党、西尾雄次です。 

 一問一答方式で質問を行います。 

 今般、私は、令和元年の始まりの日である

５月１日を任期の初日とする町議会議員とな

ることとなりました。私は、町民から町政の

一端に携わることを託された者として、その

負託に応えるべく、内灘町民の暮らしの向上

を目指し、全力でその職責を全うする決意で

あります。 

 本日、町議会議員として初めて質問させて

いただくのは、３点の問題についてでありま

す。 

 その第１点目は、町の行う教育文化政策の

一端である町立図書館運営のあり方に関する

ものであります。第２点目は、町の行う地域

交通政策の一環としてのコミュニティバスの

運行のあり方に関するものであります。そし

て最後の第３点目は、町の行う住環境政策の

一環としての公園緑地の管理のあり方に関す

るものであります。これら３点の課題につい

て、町民の暮らしやすさを追求し、また町民

生活の利便性や快適性をより一層向上させる

べく、町当局の公式見解を求めるものであり

ます。 

 さて、第１点目は、町立図書館改修工事期

間中の図書館業務の継続についてであります。 

 去る３月に開催された内灘町議会３月会議

の文教福祉常任委員会において、町立図書館

改修工事期間中の対応について議員の質問に

答えた町側の答弁がございました。それによ

りますと、工事に伴う閉館期間中、これはこ

としの９月から12月の間でありますが、その

改修工事期間中は町立図書館を休館にするの

で、相互連携協定を結んでいる金沢市、かほ

く市、津幡町等の近隣自治体の図書館を利用

してほしいとするものでございました。 

 本日の私の図書館に関する一般質問の要旨

は、町民にとって不可欠の知のインフラ、知

の基盤施設である町立図書館を全面閉鎖の休

館にするのではなく、図書館機能の核心的部

分と言われるレファレンスサービスをぜひと

も継続せよというものであります。 

 そしてまた、工事閉鎖期間中も図書館資料

として購入し続けねばならない多数の新聞あ

るいは各種の週刊誌や月刊誌等々、もろもろ

の定期刊行物を工事期間中であっても町民が

自由に閲覧できるように、町内のどこかに場

所を確保してでも図書館業務を継続すべきで

あるというものでございます。 

 ここでまず、「内灘の教育」という冊子あ
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るいは「内灘町の図書館活動」という冊子、

こういったものが内灘町から公刊されている

わけですけれども、そういった各種行政資料

の数字から内灘町立図書館の利用状況につい

てその認識を共有すべく、改めて確認してお

きたいと思います。 

 これらの資料によりますと、平成22年度か

ら平成30年度までの９年間の平均で、内灘町

立図書館の年間来館者数は約７万9,100人で

ございます。これを約300日という開館日数で

割り返しますと、開館日には１日平均で約260

人の利用者が訪れているということになりま

す。 

 それから、本を借りる人、つまり貸出利用

者数は年間平均で３万2,300人です。このうち、

絵本などの児童図書利用者数は4,400人であ

ります。そして、それらの人たちが１年間に

何冊借りたか、つまり年間の貸出冊数は、成

人で９万4,800冊、児童で４万7,100冊、合計

すると14万1,900冊であります。 

 これらの図書館に関する行政資料には、レ

ファレンスサービスの利用件数は残念ながら

掲載されてはおりません。しかし、このレフ

ァレンスサービスこそは、図書館利用の死命

を制するほどに大切なものだと言われており

ます。 

 聞きなれない言葉かもしれない、このレフ

ァレンスサービスというものについて簡単に

申し上げますと、例えば、内灘を舞台にして

書かれた小説を読みたいと思って図書館を訪

れた人がいたとします。図書館の窓口でその

旨を伝えると、図書館の司書の方はそれらを

調べて、たちどころに三島由紀夫の「美しい

星」や井上靖の「詩集北國」あるいは五木寛

之の「内灘夫人」等々、何十冊もの書名が書

き上げられたリストを渡してくれます。その

中で、内灘町立図書館が所蔵しているものが

どれで、所蔵していないものでも県立図書館

や金沢市立図書館にあるかどうかも調べてく

れるのです。そして、その人が、内灘町立図

書館になくても県立図書館が所蔵しているも

のを読みたいと言ったら、借り入れの手続を

してくれ、数日後には内灘町立図書館のカウ

ンターでその本を借りることができると、そ

ういうものでございます。 

 こうしたレファレンスサービスは、ごく普

通に、日々当たり前の図書館業務として行っ

ているものであることから、その件数が統計

資料には出てこないのだろうと思います。逆

に言えば、人が意識せずに呼吸しているよう

に当たり前に行っているがゆえに、大切な業

務であると言えるのではないでしょうか。 

 以上、内灘町立図書館の利用状況のあらま

しをるる申し述べましたが、これを簡単にま

とめて言えばこうなるのです。つまり、内灘

町立図書館には、毎年７万9,100人の利用者が

訪れている。そのうち３万2,300人の人たちが

本を借り、その人たちが借りた本の総数は年

間で14万1,000冊にもなるというものでござ

います。そして、図書館利用者のための調査

業務であるレファレンスサービスは、ごく当

たり前に日常的に行われていると、そのよう

に言えると思うのであります。 

 さて、こんなふうに内灘町立図書館は多く

の町民に親しまれているわけでありますが、

単に親しまれているだけではございません。

大変大きな役割も果たしていると思うのです。 

 公立図書館は、親や本人の所得のいかんに

かかわらず、誰もがそこで自由に学ぶことに

よって自己を向上させ、社会をも益する存在

になる、それが公立図書館の果たす役割だと

思うのです。 

 そのような公立図書館の果たす役割を思う

ときにいつも思い出されるのが、カーネギ

ー・ホールで有名なアメリカの鉄鋼王・アン

ドリュー・カーネギーの図書館とのかかわり

に関する逸話でございます。 

 スコットランドの職人の子として生まれ、

折しも産業革命で仕事を失った父親に連れら

れてアメリカに移住したカーネギーは、そこ
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でも貧しさから学校に行くことはできず、幼

いころから働かざるを得なかったといいます。

しかし、その間、彼は仕事に必要な知識を近

くの公立図書館で身につけ、それが後年、彼

を事業家として成功に導いたと言われていま

す。その公立図書館の機能があったればこそ、

カーネギーという一人の努力家が製鉄を通じ

てアメリカを科学技術立国に導き、その成果

によって国民を富ませ、かつ世界の人々にも

貢献したのであります。 

 カーネギーの時代も今の時代も常に変わら

ぬことでありますが、人は生涯にわたって成

長を続ける存在であります。常に自己の持っ

ている資質や能力に磨きをかけ、そこからあ

らゆる力を引き出し、それによって自己実現

を果たし、同時に他者や社会に貢献する。人

のこの自立の過程を学校教育と並んでサポー

トをする知的拠点、それこそが公立図書館に

ほかならないと思うのであります。 

 そこで、改めてお尋ねするものであります。 

 内灘町にはたくさんの図書館利用者が現に

おられること、そして、その社会的な存在意

義も極めて大きい町立図書館の改修工事に当

たり、工事期間中も全面閉鎖することなくレ

ファレンスサービスを始め、閲覧できるもの

を可能な限り、場所を臨時的に他に移してで

も開館し続けるべきだと思うのですが、町執

行部にそのお考えがあるかどうかお伺いをい

たします。 

○議長【中川達君】 教育部長、上出功君。 

   〔教育部長 上出功君 登壇〕 

○教育部長【上出功君】 ご質問にお答えい

たします。 

 図書館の改修工事につきましては、床、壁

等の全面張りかえのため、９月から12月中旬

まで３カ月程度かかる予定となっております。 

 ご質問のレファレンスサービスにつきまし

ては、文化会館内に臨時の窓口を設置し対応

することとしております。新聞、雑誌等の閲

覧場所につきましても、館内において対応を

検討しております。また、貸出業務につきま

しても、ネット予約や窓口での事前予約を受

け提供する方法で実施したいと考えておりま

す。 

 なお、図書館の工事予定や業務内容等につ

きましては、事前に周知徹底を図るとともに、

できる限り町民サービスに努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 西尾議員。 

○２番【西尾雄次君】 ただいまいただいた

答弁の趣旨は、とにかく何らかの方法で図書

館業務を可能な限り行う方針であると。非常

にうれしい、前向きなご答弁だったと思いま

す。そのような方向性で可能な限り、工事期

間中といえども、図書館機能の維持に取り組

んでいただきたいと思います。 

 そこで、その図書館機能の維持の取り組み

に関するその関連の中で、幼児用図書コーナ

ー「キッズーナ」の取り扱いについてお伺い

をいたします。 

 この幼児用図書コーナーは、図書館本体と

は少し離れた別室となっているのであります

が、このキッズーナも９月から12月までの工

事の影響を受けるのでしょうかどうか。もし

工事に伴う閉鎖期間が長いようなら、幼児の

たくさん住んでいる白帆台地区とかそういっ

たところにある公共施設に、臨時的にでもそ

のキッズーナを移転、開設する、そういった

取り組みも考えていいのではないかと、その

ようにも思うわけでございますけれども、そ

のキッズーナの工事期間中の対処についてお

尋ねをするものであります。 

○議長【中川達君】 教育部長、上出功君。 

   〔教育部長 上出功君 登壇〕 

○教育部長【上出功君】 お答えいたします。 

 幼児コーナー「キッズーナ」の改修工事に

つきましては、子供たちの安全対策のため、

窓の改修を２週間の予定で行います。 

 貸出業務につきましては本館同様の対応を

予定しており、工事期間も短期間であること
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から、別の施設への一時的な移動は考えてお

りません。 

 また、町の子育て支援センターにも絵本等

はございますので、そちらのほうもご利用に

なっていただければというふうに思っており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 西尾議員。 

○２番【西尾雄次君】 ただいま、キッズー

ナの取り扱いについてお答えをいただきまし

た。別室であるということから工事もほとん

ど影響なくて、その工事期間も非常に短期間

であるということから、移転の要なしという

答弁であったかと思います。 

 確かに移転で臨時開設をするとすれば非常

に大きな労力とお金とが要るわけでございま

すし、わずか２週間程度なら貸出業務とかが

何とかできるような方向であれば、その方向

で対処していただければと思っております。 

 ただ、その大きな観点から言えば、文化会

館という改修工事中の建物のその一室を、工

事期間中、幼児が使用するわけでございます

から、その工事の安全といいますか、幼児の

安全を守るという観点から細心の注意を払っ

ていただきたいと、そのようにお願いを申し

上げて、図書館に関する質問を終わります。 

 次に、２番目のコミュニティバスの質問に

移ります。 

 コミュニティバス等による地域交通の確保

についてという質問でございます。 

 この質問で私は、室地区における高齢化の

進行と公共交通の衰退による、買い物や通院

などの日常的な移動制約という深刻な課題を

取り上げて、その解消策の見通しと今後の町

としての地域交通政策全般についての考え方

を問いただすものでございます。 

 現在、我が国では人口減少と少子・高齢化

が進行中であります。とりわけ過疎地域と呼

ばれる中山間地では、人口減少やマイカー普

及による郊外店舗利用による地域商店の利用

者の減少から、身近にあった商店やガソリン

スタンドなどが次々と姿を消しております。

そのため、食品の買い物など、普通に生活す

ることが極めて困難となる生活難民と呼ばれ

る現象が全国的に大量に発生しております。 

 そして、その背景にあるのが、公共交通が

なくなってきたり、あっても運賃が高かった

り、あるいは高齢のためマイカー運転ができ

なくなるなど、移動の制約が大きな要因とな

っていることであります。 

 これからも高齢化は進行し続けるでしょう

が、誰もが住みなれた土地で生き生きと住み

続けられるまちづくり、地域づくりのために、

地域交通政策のあり方は町政にとって大きな

課題となっています。 

 幸いにも内灘町は、過疎地でもなく人口減

少が顕著な地域でもございません。むしろ生

活に必要な諸機能が近接して立地する効率的

な町で、最近盛んに言いはやされているコン

パクトシティの概念に近い町であると思いま

す。 

 その町にコミュニティバスのなだバスが

2008年（平成20年）２月から運行されて、今

日に至っております。 

 ちなみに、内灘町の決算関係の資料により

ますと、2008年（平成20年）度から2017年（平

成29年）度までの10年間になだバスが輸送し

た乗客数は120万人を超えます。そして、その

運行経費の総額は２億3,470万円になります。 

 しかし、この金額から国等の助成金を差し

引いた純粋な一般財源、つまり一般財源持ち

出し額は１億6,680万円となります。この一般

財源額の１億6,680万円を乗客数の120万人で

割り返しますと、１人当たりにして139円の持

ち出しになるわけでございます。地域交通政

策の充実した住みよい魅力的なまちづくりの

ための経費と考えれば、１乗客当たりにして

町費139円は決して高いものではないと私は

思うのであります。 

 なだバスはまた、昨年度から通勤通学ライ
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ナーも導入して、町民のニーズに応えてます

ます充実しつつあることは、町民の移動手段

確保という生活課題に即したすぐれた施策と

して高く評価したいと思うものであります。 

 ただ、昨年４月からのこのダイヤ改正によ

って、西荒屋・室地区に運行されていたバス

では、通勤通学用の通勤通学ライナーの導入

はよかったのですが、日中の日常生活者が利

用できるその便数が減少あるいは便数間の時

間間隔が長くなるという不都合な事態が生じ

たのであります。 

 ちなみに、スーパーに買い物に出かける室

の住民が、スーパー前のバス停でおりて買い

物を済ませ、また帰りのバスに乗って室に帰

ってくると想定いたしますと、具体的にはど

うなるのでしょうか。 

 室のバス停を出発したバスがスーパーの前

でとまり、買い物場所への歩行距離が最短の

バス停となりますとコンフォモール内灘でお

りるのが最も便利だと言われ、多くの方がそ

のバスを利用しているようでございます。 

 ９時49分のバスに乗るとします。この９時

49分の室発のバス停から買い物に出かけた住

民がコンフォモール内灘のバス停で下車する

のが10時49分です。ここでバス乗車時間とし

て１時間です。 

 それからスーパー内をめぐっていろいろと

買い物を済ませ、あり余る時間を飲食店など

で使い、バスをおりてから１時間50分後に室

へ帰るバスに乗ることになるわけですが、そ

のバスは12時39分に発車します。そして室の

バス停に帰り着くのが13時24分であります。

帰りのバス乗車時間は約50分です。 

 合計すると、３時間40分を要する買い物時

間となることになります。室バス停まで片道

10分、往復で20分の距離にある家からの買い

物客だとしたら、合計４時間の買い物時間と

なるわけでございます。午前の便を使うにし

ろ、午後の便を使うにしろ、ほぼ半日を要す

る買い物時間となるのであります。 

 この地域もことしの３月までは、日常の買

い物に使うにはもう一つの移動手段がありま

した。それは、かほくイオンの買い物客専用

の送迎バスであります。しかし、利用客の低

迷が理由なのか、2019年の３月からは土日祝

日と繁忙期のみの運行となり、平日の運行は

なくなったのであります。 

 それから、かつて最も頼りになっていた県

道松任宇ノ気線を走っている北陸鉄道のバス

は、平日だと、８時00分に兼六園下行きのバ

ス室バス停を出た後は内灘駅方面に向かう次

のバスは15時45分まで全く運行されていない

という状況ですから、日常の買い物用の移動

手段としてはほとんど期待できない状態にあ

ります。 

 今や公共交通機関が衰退し、企業の買い物

バスも商業主義の観点から運行される状況の

中では、町が地域の交通政策として住民のた

めに運行しているなだバスこそは、住民の足

として欠くことのできない存在なのでござい

ます。 

 また、室地区の深刻な高齢化の進行にも目

を向けなければなりません。なだバスが運行

を始めたころの2009年（平成21年）４月時点

での室地区の高齢化率は29.1％でございまし

た。それが、11年たったことしの４月の時点

での高齢化率は41.9％にまで上昇しているの

であります。高齢化率の上昇は運転免許証の

自主返納者の増加率にも比例すると言われま

すから、この地区の移動手段の確保、とりわ

け地域の公共交通政策としてのなだバスの運

行計画策定には深い配慮が必要であると思う

のであります。 

 そこで改めてお尋ねするのは、西荒屋・室

地区での現在の公共交通の状況をどのように

町は捉えているのか、その認識をお伺いし、

またあわせて、これから町全体の交通インフ

ラ対策をどのような方向性で進めようとして

おられるのかお伺いをするものでございます。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 
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   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 本格的な超高齢社会を迎え、地域住民の足

となる公共交通の充実は大変重要であると認

識をしております。 

 このような認識のもと、町では、コミュニ

ティバスの運行ルートの見直しを行い、昨年

４月からバスを１台ふやし、新たなルートで

運行を開始しております。 

 ルートの見直しに当たっては、交通空白地

帯の解消や通勤通学の足の確保、さらに各地

域からのさまざまな要望も踏まえた上でルー

ト設定を行っております。 

 このルートの見直しによりまして、白帆台

地区や北部地区から通勤通学される方々の利

便性が向上した一方で、先ほど西尾議員ご指

摘のとおり、日中の循環バスの便数が減った

ことや１周当たりの所要時間が長くなったと

のご意見も寄せられております。 

 今後とも、町内各地域や利用者の皆様から

のご意見に耳を傾け、コミュニティバスのさ

らなる充実を図ってまいりたいと思っており

ます。今後もルートの検討もしてみたいと思

っております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 西尾議員。 

○２番【西尾雄次君】 ただいまの答弁で、

室地区等の置かれている厳しい交通環境に対

するその認識を共有できたことをうれしく思

っております。今後とも、町の交通インフラ

の推進に、その見直しに、どうか精力的に取

り組んでいただきたいと思います。 

 それでは、３点目の蓮湖渚公園の質問に移

ります。 

 蓮湖渚公園等の親水施設の除草対策につい

ての質問に移ります。 

 内灘町の持つ魅力の一つに、海や潟などの

水辺に恵まれていることがございます。いわ

ゆる親水空間と呼ばれているもので、大野川

や河北潟のほとりに自然景観を取り入れた公

園を設けて、訪れる人たちが癒やしの空間に

しているのは、内灘町ならではの個性的な施

策であります。 

 河北潟沿いの蓮湖渚公園と大野川沿いの緑

のアメニティ広場は、その代表的な施設であ

ります。水辺に生えている葦（よし）、これ

は詩や歌では多くの場合「あし」とも言いま

すが、この水際に生い茂る葦辺の風景は、内

灘の美しい景観の一つでございます。内灘中

学校の校歌は、「葦辺ゆく舟の水尾にも」と

いう言葉から歌い始められているように、水

際に生える葦の醸し出す、その美しい姿が描

かれているわけでございます。 

 ところが、その葦というのは非常に生命力

が旺盛であることから、その成長力も強く、

たくましく、たちまちのうちに生い茂ってあ

たりを見えなくさせてしまうという、大変変

わったというか、強い特色を持っています。 

 その特色を一つあらわしたのが、また内灘

町歌の１題目でございます。「雪の白山遠け

れど 真向う医王紫に 今あけぼのの光さし 

水辺にもゆる若芦の 伸びゆく栄え限りな

し」と歌っているように、水辺にもえる若葦

の、その伸びゆく姿が非常にたくましく雄々

しいから、そのように内灘町も伸びていくん

だという歌にしてあるわけですけれども、そ

の物すごい生命力のゆえにその葦が茂り過ぎ

て、水辺の空間なんだけれども、近くへ行っ

ても水辺が見えないと、水面が見えないとい

うくらい生い茂る部分があるんです。 

 現在、町では、その公園の除草については

おおむね年２回というような考え方で対応し

ているようでございまして、この２つの親水

空間につきましても、同じように年２回の考

え方で対処をされているようでございます。 

 しかし、この物すごい生命力を持って生い

茂る、伸びゆく盛り限りないほどの葦がある

状況では、通常の２回ではなく、もう少し回

数をふやすなど、何らかの対応をしていただ
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いて、本当にこの美しい景観を、子供たちが

将来成長していった暁には自分の育ったとこ

ろの原風景なんだと、そんなふうに大切な思

い出の場につくれるように、その個性的な魅

力に何とか磨きをかけてもらえないだろうか

と、そんな思いが沸々と沸くわけでございま

して、町のこの親水空間に対する取り扱いに

ついての考え方を問うものでございます。 

○議長【中川達君】 都市整備部長、田中義

勝君。 

  〔都市整備部長 田中義勝君 登壇〕 

○都市整備部長【田中義勝君】 お答えいた

します。 

 蓮湖渚公園では、除草を年２回実施してお

ります。また、県が管理する河北潟水際の堤

防につきましては、除草をしてもらえるよう、

今後、県に対して要望してまいります。 

 また、大野川沿いにある緑のアメニティ広

場周辺につきましては、町が管理しておりま

して、地元向粟崎２丁目住民の協力等により

年２回の除草を実施しております。しかし、

水際につきましては、河川の中に入る危険な

作業であるため、除草は実施しておりません。 

 河北潟、大野川沿いは町の貴重な資源であ

り、この魅力ある親水空間を今後も維持して

いくことは大変有意義なことと考えておりま

す。したがって、適正な維持管理を行ってい

くための作業内容について、今後、検討して

まいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 西尾議員。 

○２番【西尾雄次君】 ただいま親水空間の

大切さについて、その認識を共有できたこと

を確認いたしました。答弁の要旨は、とにか

く何とかしたいんだという趣でございました。

これから新年度予算とかさまざまな機会があ

ると思いますので、その方向で対処をしてい

ただきたいと思うものでございます。 

 以上で私の質問を終了いたします。 

 ありがとうございました。 

○議長【中川達君】 西尾議員の質問は終了

いたしました。 

 引き続き、８番、恩道正博議員。 

   〔８番 恩道正博君 登壇〕 

○８番【恩道正博君】 議席８番、恩道正博

です。 

 ４月の統一地方選挙が終わりまして初めて

の議会での一般質問です。傍聴の皆様には、

多数のご出席をまことにありがとうございま

す。 

 質問の前に、一言ご挨拶を申し上げたいと

思います。 

 ４月に行われました内灘町議会議員選挙に

おきまして、初となる無投票での当選となり

ました。これもひとえに町民の皆様の温かい

ご支援のおかげさまと心より感謝とお礼を申

し上げますとともに、町勢発展、町民福祉の

向上に、初心忘れず、議会活動に全力を尽く

す決意をしているところでございます。 

 さて、５月１日に皇太子徳仁親王が第126

代天皇にご即位され、30年余り続いた「平成」

が終わり、新しく「令和」の時代が明けまし

た。あすへの希望とともに、一人一人が大き

な花を咲かせる、そんな平和で豊かな時代で

あることを心から望んでおります。 

 それでは、令和元年６月会議に質問の機会

をいただきましたので、通告に従いまして一

問一答方式で質問を行います。 

 今回は、大きく２つの項目について質問を

させていただきます。 

 今回、質問順を変えまして、最初に認知症

初期集中支援チーム設置後の状況についてか

ら行いますので、よろしくお願いをいたしま

す。 

 私は、平成28年３月会議の一般質問で、認

知症初期集中支援チーム設置状況について質

問をいたしました。その当時、厚生労働省が

認知症施策を具体的に進めるとして、平成25

年度に、認知症早期診断・早期対応モデル事

業として認知症初期集中支援チーム設置促進
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モデル事業が全国14市町村で実施されました。

その成果を踏まえ、平成26年度は介護保険制

度の改正で認知症初期集中支援推進事業に位

置づけ、平成27年度は地域支援事業の包括支

援事業として、さらに平成30年度には全ての

市町村で実施するとしております。 

 その当時、町の答弁では、「国は、平成30

年４月までに認知症初期集中支援チームの設

置を求めている。専門医師と医療、介護の有

資格者で構成するチームの設置に向け、金沢

医科大学と協議をしている」という回答があ

りました。その後、内灘町では、認知症初期

集中支援推進事業実施要領ということで平成

28年11月１日に施行をしております。 

 そういうことを踏まえまして、今現在、町

の高齢者人口と要介護認定者の推移をお伺い

をいたします。 

○議長【中川達君】 福祉課担当課長、山田

卓矢君。 

〔保険年金課担当課長兼福祉課担当課長 山田卓矢君 登壇〕 

○保険年金課担当課長兼福祉課担当課長【山

田卓矢君】 それでは、お答えいたします。 

 平成27年12月末の65歳以上の方は6,518名

です。町全体で、要介護認定を受けている方

は770名、要支援認定を受けている方は190名

で、合計960名でありました。 

 次に、平成30年12月末の65歳以上の方は

6,975名であり、要介護認定を受けている方は

803名、要支援認定を受けている方は246名で、

合計1,049名であり、認定者数は、平成27年12

月末と平成30年12月末を比較しますと、要介

護認定者数が４％ふえ、要支援認定者数が

29％ふえている現状でございます。 

 また、高齢化率につきましても、平成27年

度末24.4％から平成30年度末26.3％と、年間

約0.6％ずつ上昇しておりますが、平成30年10

月の石川県の高齢化率は29.2％であり、内灘

町は県内で５番目に低い高齢化率となってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 恩道議員。 

○８番【恩道正博君】 ただいまの答弁では、

高齢化率、石川県では29.2、内灘では26.3と

いうことで、内灘は比較的推移が石川県から

見ると低いということでありますけれども、

ただいまの回答では要支援者数が29％も増加

しているということで、いわゆるそういう高

齢化に伴うその人数がふえているということ

であります。 

 そういったことで、次に、65歳までの初老

期で、認知症を含む特定疾病が原因での介護

認定者は何名で推移をしているのかお伺いを

いたします。 

○議長【中川達君】 福祉課担当課長、山田

卓矢君。 

〔保険年金課担当課長兼福祉課担当課長 山田卓矢君 登壇〕 

○保険年金課担当課長兼福祉課担当課長【山

田卓矢君】 それでは、お答えいたします。 

 65歳未満の方が要介護、要支援認定を受け

る場合は、16種類の特定疾患が原因となって

いることが要件となります。平成27年度は30

名、平成30年度は31名の方が認定を受けてお

り、ここ数年、おおむね30名前後で推移して

おります。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 恩道議員。 

○８番【恩道正博君】 ただいま、65歳まで

の初老期では、27年度と比較して１名の増加

ということであります。 

 そういったことで次の質問ですが、いわゆ

る先ほどの平成28年11月１日施行からの認知

症初期集中支援チームが設置されました。設

置されましてから、いわゆるこの運用、どの

ような状況で運営されておるのかを、ひとつ

具体的にお願いをいたします。 

○議長【中川達君】 福祉課担当課長、山田

卓矢君。 

〔保険年金課担当課長兼福祉課担当課長 山田卓矢君 登壇〕 

○保険年金課担当課長兼福祉課担当課長【山

田卓矢君】 お答えいたします。 
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 認知症初期集中支援チームにつきましては、

認知症専門医や看護師、社会福祉士等の有資

格者がおいでる金沢医科大学病院に委託し、

平成28年11月より設置しております。 

 地域包括支援センターにご家族等より相談

される案件の中で、認知症状がありながらも

医療受診が困難な事案について依頼しており

ます。 

 また、活動内容につきましては、認知症初

期集中支援チーム員がご自宅を訪問し健康管

理や受診勧奨を繰り返すことで、受診ができ、

検査や治療が開始され、介護保険サービスの

利用へとつなげる取り組みです。 

 平成30年度は３名の方の依頼を受け、訪問

支援10回、支援チーム員会議７回実施されて

おります。 

 今後も、認知症初期集中支援推進事業の充

実、啓発等に継続して努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 恩道議員。 

○８番【恩道正博君】 ただいまの答弁の周

知というのは、確かに認知症になりますと、

普通の病気と違いまして、病気でしたら本人

はある程度自覚はできますけれども、いわゆ

る認知症ということになるとなかなか本人も

自覚がなくて、家族とかのいろんな相談が出

てくるかと思います。 

 そういった中で、今ほどありました、例え

ばそういう家族の中で認知症の疑いがあると

いったときには、今のそういう周知というか、

そんな相談所として、もう一度確認したいん

ですが、包括支援センターなり社会福祉協議

会なり、そういうところでよろしいんでしょ

うか。再度確認をいたします。 

○議長【中川達君】 福祉課担当課長、山田

卓矢君。 

〔保険年金課担当課長兼福祉課担当課長 山田卓矢君 登壇〕 

○保険年金課担当課長兼福祉課担当課長【山

田卓矢君】 お答えいたします。 

 ご家族で認知症の疑いがある場合は、まず

町の地域包括支援センターのほうにご相談い

ただき、うちの職員のほうがまずヒアリング

等を行い症状等を確認しながら、認知症初期

集中支援チームと連携しながら進めていきた

いと考えております。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 恩道議員。 

○８番【恩道正博君】 それでは次に、その

後なんですけれども、いわゆる個人情報とか

プライバシーの尊重やら保護、万全を期すこ

とは当然でありますけれども、今後の町の施

策、国も多分これからも進めてくるであろう

と思いますけれども、認知症の人やら家族同

士が支え合うためのそういった交流活動への

支援、例えば認知症のカフェの開催とか、い

わゆる若年性認知症の人の就労の継続に向け

た、そんな一歩進んだ町としての施策が今後

重要ではないかと思いますけれども、町の答

弁をお伺いいたします。 

○議長【中川達君】 福祉課担当課長、山田

卓矢君。 

〔保険年金課担当課長兼福祉課担当課長 山田卓矢君 登壇〕 

○保険年金課担当課長兼福祉課担当課長【山

田卓矢君】 お答えいたします。 

 町では、各種の認知症予防への取り組みや

見守り活動に対する支援を、地域包括支援セ

ンターを中心に行っております。 

 議員ご提案の件につきましても、認知症の

方やその家族への支援に有意義なものである

と認識しております。 

 今後も、どのような施策が一歩進んだ支援

になるか、先進自治体等を参考に検討してま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 恩道議員。 

○８番【恩道正博君】 今回は認知症ですけ

れども、やっぱり心のいろんな、いろいろな

病気、そうしたものがあるかと思いますけれ

ども、町も医療の町という、そういう意味で

の、県内を通じて、やっぱり医療の町として
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掲げていく必要があるかと思いますので、ぜ

ひとも一歩進んでいっていただきたいと思っ

ております。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 次の大きな質問です。今後の町政運営につ

いてお伺いをいたします。 

 川口町長は、４月に行われました石川県議

会議員選挙河北郡選挙区におきまして、当町

の現職候補の連合後援会長に就任され、みず

からの政治生命をかけると町民やメディアに

公言をして臨んでこられました。 

 今回の選挙結果を踏まえまして、政治生命

をかけるとする町長の言葉は、一般町民にと

りましても大変な重大な意義があると思って

おります。また、議会に対しても、やはりそ

の所信、今後の所信、責任についての考えを

お伺いをいたします。 

 そしてまた、この内灘町を取り囲んでおり

ます少子・高齢化に伴う人口減少問題や、町

長が掲げております北部開発を初めとする内

灘町に山積する課題、いろいろな諸課題が山

積をしております。そういったことを一つ一

つ解決するに当たり、今後の町政運営につい

てどのように進めるのか、その考えを町長に

お伺いをいたします。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 県議会議員選挙河北郡選挙区における選挙

戦の中、テレビや新聞のインタビューで私自

身の選挙にかける思いを問われ、政治生命を

かけて選挙を戦うと述べたことは事実でござ

います。 

 それは、北部の開発を初め多くの懸案事項

を実現するためには、実績ある現職候補の再

選が最も望ましいと判断したみずからの政治

信念を貫徹するため、町議会議員の多数が新

人候補の支持を表明していた中、たとえ政治

的に不利な立場になろうとも私の考えを主張

し、その結果、選挙で破れても悔いはないと

いう思いから発言したものでございます。 

 しかしながら、結果として、私が応援した

現職候補が落選したことは紛れもない事実で

あります。私としては、この選挙結果を真摯

に受けとめ、町議会議員の皆様や新たに当選

された太田県議会議員とも協力しながら、引

き続き、町の発展のため、町民の福祉向上の

ため、粉骨砕身努力していくことが、現職町

長としての責任であると考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 恩道議員。 

○８番【恩道正博君】 ただいま町長の答弁

では、みずからの信念で町の懸案事項を執行

するために現職の応援をしたということであ

ります。結果が現在、新人が勝ったわけであ

ります。 

 そういった中で一つ私が思うのは、確かに

現職は長年の、いわゆる経歴、実績がありま

す。しかしながら、今回の結果を踏まえます

と、やはり我々も最初の議員のときは１期目

であり、いわゆる議会活動、いろんな、町執

行部というか、そのものに対しての未熟さは

ありますが、それは、やはり本人のやる気次

第、いろんな面があると思います。 

 そういった中で、今、私がこの問題を一般

質問で取り上げたのは、一般の町民の皆様が

思っていることを、やはり議員としてもこう

いう場で確かに質問するのもと思いますけれ

ども、やっぱり一般町民が皆、町長の、今も

含めて今後をどうするんかということに対し

て大変な関心を持っておられます。そういっ

た中で、あえて私はこのまともに突っ込んだ

話を取り上げました。 

 ですから、今後、内灘町が栄えて伸びゆく

ときには、やはりいろんな、広域も含め、そ

して議会、そして県議、そんな一つの固まり

になっていかなかったら、県や国に対しての

いろんな要望活動も含めましてなかなか実現

が不可能だと思っております。そういった面
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で、今回の質問を改めて川口町長にお伺いを

したわけであります。 

 ですから、先ほどの町長の答弁では、そう

いうことを踏まえまして、町長も二元代表制

としての代表であります。我々も議会議員と

して二元代表制の一翼を担っております。そ

ういった中で、あくまでそれは町長の考えで

来たわけでありますけれども、やはり今後の

町政運営に関して、改めて再度確認をしたい

と思います。ご答弁をお願いをいたします。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 再質問にお答えをい

たします。 

 よく県へ行ったら知事が言う言葉がござい

ます。「内灘町が一本になっとらんかいや。

一本になっとらんだら支援せんぞ」と、そう

いう話でございます。先ほど恩道議員言われ

たとおり、やはり町の発展を第一に考えたら、

議会と県議会議員とも一緒になって協力して

初めて町の発展があろうかと思っております。 

 ですから、今後、先ほども答弁したとおり、

町会議員の皆様、また太田県議会議員とも協

力しながら内灘町の発展に取り組んでまいり

たいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 恩道議員。 

○８番【恩道正博君】 質問はこれで終わり

ます。 

○議長【中川達君】 以上で恩道議員の質問

が終わりました。 

 引き続き、10番、夷藤満議員。 

   〔10番 夷藤満君 登壇〕 

○10番【夷藤満君】 令和元年６月会議にお

いて町政一般質問の機会をいただきましたの

で、通告に従い、一問一答方式で大きく２つ

の点について質問をいたします。答弁に当た

ります町長並びに関係部課長には、今後に期

待の持てる答弁をお願いいたします。 

 さて、新しい令和の時代が幕をあけ、2020

年東京オリンピック・パラリンピックが開催

されることが決定しており、世界が日本を注

目する中、世界で一番安全と言われてきた日

本が、凶悪犯罪、そして高齢者の自動車によ

る重大事故で日本の安全神話が崩壊してしま

ったように海外メディアが報じております。

非常に残念なことだと思っております。 

 私はこれまで町政一般質問を通し、子供を

凶悪犯罪から守るため、学校に防犯カメラの

導入などを提案し、また高齢者ドライバーの

自動車の免許証自主返納について何度か質問

をしてまいりました。 

 全国各地では、今も痛ましい事件、事故が

毎日のように報道されております。世界の

方々が安心して日本に旅行に来ていただける

ように、信頼の回復に努めなければならない

と思います。皆さんで、すばらしい日本、す

ばらしい内灘をつくっていきましょう。 

 それでは、初めの質問は、町道アカシア向

粟崎２号線についてお聞きいたします。 

 町道アカシア向粟崎２号線は、県道松任宇

ノ気線より内灘駅方面に向かう道路で、近く

には向粟崎小学校があり、子供たちが通学路

として利用している道路でもあります。 

 この道路を逆走してくる車が後を絶たない

ということで、多くの方々から相談や解決策

がないかというお尋ねがあり、私も日曜日に

は現場に必ず見に行くようにしておりました。 

 私が見に行ったときには、お昼の時間帯か

ら夕方にかけて約３時間の間に５台の車が逆

走したのを確認しました。当然逆走している

車に声をかけて、とまってくれた方には「こ

の道路は一方通行で、あなたは逆走していま

すよ」と運転手に注意をして、聞き入れてく

れた方が１人だけでした。あとの人たちは、

わかって逆走しているのか、完全に無視され

ました。 

 この道路の沿線上にお住まいの方から、朝

方のほうが逆走が多く、とても危険だという

お話を聞きました。 
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 まだまだ記憶に新しい、滋賀県で起きた幼

い子供たちの列に車が突っ込むという事故や、

東京で高齢者の運転する自動車が青信号で横

断歩道を渡っていた親子をはね死亡させた事

故など、記憶に新しいところであります。ま

た昨日も高齢者による事故が起き、本当に悲

しい事件、事故だと思っております。犠牲に

遭われました皆様に、心からお悔やみを申し

上げます。 

 この道路を利用する全ての方々が安全で安

心して利用していただけるために、４点につ

いて、町の見解をお聞きいたします。 

 これまで、この道路に関して一方通行逆走

についての近隣住民町会要望や苦情など、町

に対して相談がなかったのか、町の見解をお

聞きいたします。 

○議長【中川達君】 総務部長、長谷川徹君。 

   〔総務部長 長谷川徹君 登壇〕 

○総務部長【長谷川徹君】 ご質問にお答え

いたします。 

 一方通行逆走に関する対策についての要望

につきましては、地元町会からは平成29年度

と平成30年度にございました。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 夷藤議員。 

○10番【夷藤満君】 要望は、やっぱり上が

っているということで。 

 質問を通告してから昨日までに、ちょうど

２週間がありました。現地の確認や調査など

または津幡警察署に相談や要望などを行った

のか、町の見解をお聞かせください。 

○議長【中川達君】 総務部長、長谷川徹君。 

   〔総務部長 長谷川徹君 登壇〕 

○総務部長【長谷川徹君】 ご質問にお答え

いたします。 

 現地につきましては、議員からの通告を受

け、速やかに確認するとともに、津幡警察署

に対し、取り締まりの強化を要望しておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 夷藤議員。 

○10番【夷藤満君】 津幡署に対しても要望

を行ったということで、私もやはり現地を見

てその現場がどうあるべきかということをい

ろいろ考えて、執行部の皆様の前列の方々に

は私のほうから資料をペーパーで提示してあ

ります。そちらのほうもご参照いただきなが

ら私のお話を聞いていただければなというふ

うに思っておりますので、よろしくお願いを

いたします。 

 また、町の一方通行に対して、これまでど

うような取り組みを講じてこられたのか、町

の見解をお聞かせください。 

○議長【中川達君】 総務部長、長谷川徹君。 

   〔総務部長 長谷川徹君 登壇〕 

○総務部長【長谷川徹君】 ご質問にお答え

いたします。 

 議員ご指摘の当該道路につきましては、終

日の一方通行規制のほか、平日の午前７時30

分から８時30分まではスクールゾーンとして

規制するとともに、安全ボランティアの皆様

には朝夕の登下校時に子供たちを見守ってい

ただくなど、地域ぐるみで安全対策に取り組

んでいるところでございます。 

 また、地元町会からも逆走に関する危険性

についてご指摘があったことから、昨年３月

に、津幡警察署に取り締まりの強化を要望し

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 夷藤議員。 

○10番【夷藤満君】 本当に津幡警察署のほ

うに何度か要望をしていただいておるという

ことですが、私が何度か見に行っております

が、パトカーとかそういったものを拝見する

ことはなかなかできませんでした。 

 子供の帰る通学と下校時には、やはりパト

カーが内灘の交番にとまっているんじゃなく、

町を巡回してもらうという、通学路やそうい

ったところを回っていただいて、安全ボラン

ティアの方々や父兄の方々、その交差点に立
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てっている皆さんに一言「ご苦労さまです」

とマイクで叫ぶといいますか呼びかけていた

だければ、そちらのほうに立てっている人た

ちも、これからますます意識の向上にもつな

がるとも思いますので、警察のほうには、や

はりもう少し慎重な要望事項が必要ではない

かと考えます。 

 それでお聞きいたしますが、内灘町には、

一方通行と指定されている道路は何カ所ある

でしょうか。お聞かせください。 

○議長【中川達君】 総務部長、長谷川徹君。 

   〔総務部長 長谷川徹君 登壇〕 

○総務部長【長谷川徹君】 ご質問にお答え

いたします。 

 町内の一方通行の箇所につきましては、今

ほど質問のありますアカシア向粟崎２号線の

ほか、合わせて10路線を町のほうで確認して

おります。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 夷藤議員。 

○10番【夷藤満君】 町のほうで10路線を確

認しているということで、その他の今言われ

たところでは、苦情とかそういったものはど

のような状況になっているのかお聞かせくだ

さい。 

○議長【中川達君】 総務部長、長谷川徹君。 

   〔総務部長 長谷川徹君 登壇〕 

○総務部長【長谷川徹君】 今の10路線につ

きましては、今の路線以外については、特に

苦情等は町のほうには上がっておりません。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 夷藤議員。 

○10番【夷藤満君】 今ほどの答弁でござい

ますが、明らかに間違っているのではないか

なと。 

 私もこれまで、向粟崎の浅野川線の向粟崎

１丁目の地域で逆走があるということを何度

も委員会でも提示をしてまいっておりますし、

住民からの苦情は、連絡はしたというふうな

報告も受けております。誰が逆走したかとい

う名前までもわかっているわけなのに、なぜ

そんないいかげんな答弁をするのかなとちょ

っと疑問に思うわけでございますが。調査不

足といいますか、そういったものなら仕方あ

りませんけれども。 

 やっぱりそういった命にかかわる重大なこ

となんですよ、これは。逆走でということは。

安易に逆走しとるわけじゃなくて、向こうか

ら来る車は、一方通行を走る車は、前から車

が来ないという安心を持って本当は進んでい

るはずなんですよ。そこにいきなり横の小路

から出てきたり真っ正面から車が来るという

ことは、本当に生死にかかわる問題でありま

すので、やはりそういったことを真摯に受け

とめて、今後しっかり取り組んでいただきた

いと思います。 

 そういった安心・安全を確保するためにも、

一方通行路には、やはり防犯カメラの設置な

どを考えるべきではないかと思いますが、そ

ういう検討はなされたことはあるでしょうか。

町の見解をお聞かせください。 

○議長【中川達君】 総務部長、長谷川徹君。 

   〔総務部長 長谷川徹君 登壇〕 

○総務部長【長谷川徹君】 ご質問にお答え

いたします。 

 ご承知のとおり、町が設置する防犯カメラ

につきましては、不特定多数が利用または使

用する施設において、犯罪等を未然に防止す

るため、現在、内灘駅舎前など11カ所に13台

設置しております。 

 ご質問の当該道路に防犯カメラを設置する

ことについて検討しているかということでご

ざいますけれども、抑止力という観点からは

効果的だというふうに考えておりますが、交

通監視を目的とするカメラの設置については

津幡警察署とも十分協議検討する必要がある

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 夷藤議員。 

○10番【夷藤満君】 それでは、この中の４
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点目について。標識、道路の白線について新

たに設置の考えや、道路に白線による矢印を

書き込み、一方通行を明記することができな

いでしょうか。 

 私の資料のところに書いてあるんですけど、

写真を添付してありますので、執行部の前の

方々は見ていただければと。その後ろには私

のほうから答えまで入れてありますので見て

いただければと思いますが、この点について

町の見解をお聞かせください。 

○議長【中川達君】 総務部長、長谷川徹君。 

   〔総務部長 長谷川徹君 登壇〕 

○総務部長【長谷川徹君】 ご質問にお答え

いたします。 

 議員ご指摘のとおり、逆走するケースが後

を絶たないという状況を重視し、町といたし

ましては、交通標識とは別に、議員ご提案の

白線による矢印表示のほか、規制内容を周知

するための啓発看板等の設置について、今後

検討してまいりたいというふうに考えており

ます。 

 また、津幡警察署に対しましては、引き続

き、取り締まり強化について要望してまいり

ます。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 夷藤議員。 

○10番【夷藤満君】 今ほども前向きな答弁

をいただきましたが、本当に事故が起きてか

らではどうもならないということで、悲惨な

事故が起こってからでは遅いので、早目の対

策が必要だと思います。 

 今ほどのアカシア町会から、またアカシア

向粟崎２号線につながる町道は３本あります

が、１本目の道路は民家の陰になっていて標

識がほとんど見えないような状況です。 

 皆様の、執行部の前の方々は、写真を順番

に上から下へと見ていってもらえれば流れが

わかると思います。議員の皆様にもタブレッ

トのほうでメールで送信してありますので、

そちらのほうをごらんいただければはっきり

そういったものがわかると思います。 

 また、白線を書くのにどれぐらいの金額が

かかるのかということでお聞きをしたいと思

いますが、これは通告はしてありませんので、

大体約１メートルにつき1,000円程度で白線

が書けるということでございますので、大し

たお金にもならないということでございます

ので、安心・安全を第一と考えれば、やはり

白線とかそういったものをしっかり明記して

いただいて、道路の安全管理に努めていただ

きたいと思います。 

 また、一方通行路の出口側に、今あるもの

と別に進入禁止の看板を中本歯科さん前に設

置できないかについて、町の見解をお聞かせ

いただきたいと思います。私の写真の一番下

にあるところで、白で丸印をしてあるところ、

高架橋の下とか陸橋の下にそういったものを

設置できないかということについてお伺いい

たします。 

○議長【中川達君】 総務部長、長谷川徹君。 

   〔総務部長 長谷川徹君 登壇〕 

○総務部長【長谷川徹君】 ご質問にお答え

いたします。 

 最初に、白線を引くのにどれくらいかかる

かということで、夷藤議員の試算では約、メ

ーター当たり1,000円程度ということだと思

います。白線を引く場合の区域とか延長、い

ろんな条件によって工事費は若干変わるかと

思いますが、諸経費等を加えて、矢印の延長

を当該道路を70メートルとして試算した場合

には約10万円程度かかるんではないかという

ふうに考えております。 

 それから、２点目の、今ある標識とは別の

標識を中本歯科医院前に設置できないかとい

う点でございますけれども、これまで、進入

禁止の区画線等の設置について、地元の町会、

それから担当部署のほうで検討を行っており

まして、現在、設置に向けた準備を進めてい

るというところでございます。 

 以上でございます。 
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○議長【中川達君】 夷藤議員。 

○10番【夷藤満君】 それでは、やはり安全

を第一に考えていただき、今後、町のほうで

しっかりと町会との取り組みを密にしていた

だき、安心・安全なまちづくり、道路づくり

に努めていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 次に、２つ目の質問に移ります。 

 インバウンドについて。 

 インバウンドには幾つかの意味があります

が、代表的な使われ方は、外国人旅行者を誘

致するという言葉に使われております。 

 最近、日本で外国人観光客を目にする機会

が多くなったと思います。北陸新幹線開業、

クルーズ船の金沢港への誘致により、本当に

多くの外国人観光客を目にいたします。この

機会をみすみす見逃すのはもったいないと思

います。 

 2017年、観光庁の発表によりますと、訪日

外国人観光客数は2,869万人と過去最高を記

録し、前年度比19％増となり、訪日外国人の

消費額は全体で４兆4,161億円と前年度比

17.8％増となり、これも過去最高を記録した

と発表しております。 

 2018年、初めて3,000万人を突破したという

ことで、政府は、2020年に4,000万人を目標に

していると発表しております。まだまだ外国

人観光客がこれからもふえることが想定され

ます。 

 2020年には東京オリンピック・パラリンピ

ックが開催され、もう既にいろいろな自治体

で、インバウンドを地域おこしの一助と捉え、

取り組んでいます。我が町においても、イン

バウンドを大いに活用して地域の活性化につ

なげていけるように、取り組みを急加速させ

る必要があると思いますので、６点について

質問いたします。 

 石川県における外国人観光客は、2017年の

調査によりますと、１位は台湾、率にして全

体の35.17％。２位中国、３位香港、４位韓国

で、我が町も台湾・竹北市との姉妹交流が始

まっており、先日の新聞報道を見ております

と、台湾観光局周永暉局長が谷本知事に、台

湾に旅行に行きたい方のパスポート取得を促

す助成制度や、学生に旅費の一部を補助を出

す用意があるということが載っておりました。 

 この機会を好機と捉え、台湾との交流を促

進していければ、今より多くの外国人観光客

が望めるのではないでしょうか。 

 そのためにも受け入れ体制を強化する必要

があると考えますので、まず初めに、外国語

の対応について。 

 訪日外国人が一番心配しているのは、コミ

ュニケーションがうまくとれないということ。

日本人は、英語を初めとした外国語を話せる

人が少ないためコミュニケーションの困難な

ことから、サービスの低下を招きかねないと

いうこと。この点について、町の見解をお聞

かせください。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 議員ご指摘のとおり、日本を訪れる外国人

旅行者は増加しており、本町においても、昨

年度、内灘駅前の観光案内所を訪れた外国人

旅行者数は、前年度に比べ倍増しております。 

 町では、外国人旅行者に対応するため、今

月から観光案内所に通訳アプリを入れた端末

を設置しており、外国人旅行者とのコミュニ

ケーションを円滑にしたほか、その他の公共

施設についても、今後、指差しテロップの設

置を進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 夷藤議員。 

○10番【夷藤満君】 今ほど、私が次に、尋

ねた後に出そうかなと思ってたんですけど、

指差しテロップというもの、こういうふうな

ものをつくってあって、どこか、英語なら英

語というところを外国人の方々が押してもら
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えれば。開いてもらうと日本語と英語が書い

てあって、誰が見てもこうやって、高齢者の

方が見てもわかるように、片一方は日本語、

そして片一方は外国語、中国語に対応したも

のをこういった形でつくってあります。 

 これが、今でいうタブレットとかそういっ

たもので、すぐ高齢者の方々も使えればいい

ですが、なかなかそういった機械には疎いと

か。そういった方に対しては、こういったも

のはコピーしてすぐつくれるものでございま

すんで、私もきのう即席で、通訳アプリを使

ってすぐつくってまいりましたけど、こうい

ったものもすぐつくれるということでござい

ます。 

 また、その中で今、町の職員さんで外国語

に対応できる職員さんは何名か、また何カ国

語に対応できるのか、町の見解をお聞かせく

ださい。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 職員の自己申告によれば、簡単な会話が可

能なレベル以上の英語ができる職員は20名程

度おります。そのうち２名が中国語も可能で、

さらにそのうち１名はモンゴル語も可能との

ことでございます。 

 議員ご指摘のように、町としても国際交流

や国際観光を推進するため、昨年度、中国語

の通訳等ができる職員を公募しましたが、採

用には至りませんでした。 

 今後とも、外国語に対応できる職員の採用

を初め、職員の外国語研修に対する支援等に

ついても検討してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 夷藤議員。 

○10番【夷藤満君】 町として、職員のスキ

ルアップと、そして外国語に堪能な職員を配

置するという考えで、今後ともインバウンド

に対する対応をしっかりと整えていただきた

いと思います。 

 ３点目は、支払いについて、電子決済の導

入などの考えはについてお聞かせください。 

 訪日外国人の中でも多いのが、中国からの

観光客です。中国本土は、あめ玉一つ買うの

も、またチップを払うのも、今ではＱＲコー

ドを使って携帯電話で電子決済が当たり前の

ようになっております。 

 そこで、町の公共施設や商工会加盟店に電

子決済サービスなどの充実を図り、キャッシ

ュレスに対応できるような考えはないでしょ

うか。町の見解をお聞かせください。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 現在、町では、町内の宿泊施設、飲食店な

どの事業者が、クレジットカード決済など、

外国人旅行者を受け入れる環境整備を実施す

る際の補助金制度がございます。 

 また、国や県のインバウンド関係の補助金

や、消費税率改定に伴うキャッシュレス化推

進のための国の補助金などもございます。 

 町としましては、町内の外国人旅行者の受

け入れ環境の整備を促進しインバウンドを推

進するため、引き続き、町商工会とも連携し

ながら、町内の事業者に対し、これらの支援

制度の周知を図ることで、電子決済サービス

の充実を図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 夷藤議員。 

○10番【夷藤満君】 ありがとうございます。 

 次に、４点目は、多言語対応のウエブサイ

ト（町のホームページ）の設置、またＳＮＳ

などにより拡散していただき、並びにブロガ

ーを活用してはいかがでしょうかということ

をお聞きいたします。 

 訪日外国人は必ず、日本に来る前に、イン

ターネットを通して行きたい場所や買いたい
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物を検索するそうです。そのため、訪日外国

人の目に触れやすいような広告を出したり、

町のホームページを多言語にしたり、工夫を

凝らすことが必要だと思います。また、イン

バウンド効果を高めるために、ＳＮＳやブロ

ガー、ユーチューバーの皆さんにお力をおか

りして海外に大きく発信してもらうという手

もありますが、町の見解をお聞かせください。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 現在、町のホームページに英語ページはあ

りますが、その情報量は、日本語に比べごく

わずかとなっているのが実態でございます。 

 また、個人旅行者などが、内灘海岸やサン

セットブリッジなど町の観光資源をＳＮＳな

どにより発信している事例は多々見られます

が、これまで、町として主体的に関与してこ

なかったのは事実でございます。 

 このため、今後、町のＰＲを強力に推進し

観光客の増加を図っていくため、ことし４月、

観光振興室を新設したところであり、今後、

多言語の視点にも配慮し、ユーチューバーや

ブロガーの活用も含め、ＳＮＳを活用した戦

略的な情報発信に取り組んでまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 夷藤議員。 

○10番【夷藤満君】 今ほど、町長から積極

的に取り組んでいくという答弁をいただきま

した。 

 そこで、まだ地域協力隊を今募集しておる

ところですよね。そういった地域協力隊員の

皆様にも、こういったもので町を大いにアピ

ールしていただけるような、そんなすばらし

い地域協力隊員がこの内灘町に来てくれるこ

とを望み、５点目の質問に移りたいと思いま

す。 

 Ｗｉ－Ｆｉの環境整備について。 

 まだまだ我が町において、公共の場を含め

てＷｉ－Ｆｉのサービスを自由に利用できる

ところが少な過ぎると思います。せめて内灘

駅周辺、観光案内所や文化会館、ほのぼの湯

など、Ｗｉ－Ｆｉの環境の整備が必要だと考

えますが、町のご見解をお聞かせください。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 現在、町内の公共施設のうち、役場庁舎、

サイクリングターミナル、道の駅などにはＷ

ｉ－Ｆｉの受信環境が既に整備されておりま

すが、今後、外国人旅行者の受け入れを拡大

していく上で、Ｗｉ－Ｆｉの受信環境の拡大

も大変重要な取り組みであると考えておりま

す。 

 今後、観光案内所などの公共施設のみなら

ず、内灘海岸や民間施設である内灘駅や店舗

等も含め、Ｗｉ－Ｆｉ受信環境をどのような

方法で拡大していくべきか検討してまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 夷藤議員。 

○10番【夷藤満君】 やはり今は情報社会で

ございますので、どこでも電波が届くような

ところではないとなかなか利便性が上がらな

いということで、非常に多くのＷｉ－Ｆｉを

望む声があるということをお聞き取りをいた

だいたなというふうに思っております。 

 次に、６点目は、観光地などによくある顔

ハメ看板と言われる、顔の部分を切り抜いた

物を、内灘駅の町有地を初めとする町の観光

スポットに設置する考えはないでしょうか。

皆様のお手元にも何種類か資料を添付してお

りますので、見ていただければと思います。 

 どんなものが旅行者、外国人観光客の心を

引くかはわかりません。手始めに内灘駅に１

つ設置して、利用する高校生や多くの皆様に

町の応援団となっていただき内灘町をアピー
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ルしてもらうというのはいかがでしょうか。

町のご見解をお聞かせください。 

○議長【中川達君】 観光振興室長、長谷川

万里子さん。 

〔地域振興課担当課長兼観光振興室長 長谷川万里子君 登壇〕  

○地域振興課担当課長兼観光振興室長【長谷

川万里子君】 ただいまのご質問にお答えい

たします。 

 観光地などによく見られる、議員ご提案の

このようなアイテムにつきましては、周囲の

景観や安全性などを含め、町のＰＲ、観光客

誘致のための仕掛けの一つとして検討してま

いりたいと思います。 

○議長【中川達君】 夷藤議員。 

○10番【夷藤満君】 今ほどの答弁でござい

ますが、顔ハメパネルといわれましてもいろ

いろなものがありますので、そのところどこ

ろで内灘町の１カ所に同じものを、１カ所と

いうか、同じ種類のものでなくて、サンセッ

トブリッジならサンセットブリッジに合った

もの、そして河北潟の酪農場へ行けば牛の絵

から顔を出したりとか、そういったことがど

こでどんな形で。高校生とか中学生がおもし

ろ半分に上げてくれることが内灘町の発信に

もつながりますので、大いに検討どころじゃ

なくて、一つやってみるという、そういった

答弁をやっぱり期待しておりますので。 

 ぜひとも、次に機会がありましたら、１つ

つくってみてやってみるということ。失敗は

どこでもあるということですから、何かをや

ってみんと次のステップに進めないという思

いでおりますので、何でも挑戦することが意

義があると思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 ちなみに、私のほうから、報告書じゃあり

ませんけれども、後ろのほうにまた、最終の

皆さんの資料には、加賀市の国の補助対象に

なったキャッシュレスやタブレットの対応と

いった形の金沢の掲載新聞、そして民間でタ

クシー会社がタブレットを利用した決済がで

きるようになったというようなものも添付し

てありますので、ご参照をしていただければ

と思います。 

 新しい時代を皆様とともに、住民福祉向上

並びに町のさらなる発展を願い、一般質問を

終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長【中川達君】 夷藤議員の質問が終了

いたしました。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【中川達君】 以上をもちまして、本

日の日程は終了いたしました。 

 あすの本会議は午前10時から開き、引き続

き町政に対する一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会をいたします。 

 会場の皆様、大変ご苦労さまでございまし

た。 

           午後３時06分散会 
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○議事日程（第３号） 

  令和元年６月７日  午前10時開議 

 日程第１ 

  町政一般質問 

   ７番 生 田 勇 人 

   ６番 七 田 満 男 

   11番 清 水 文 雄 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時01分開議 

    ○開   議 

○議長【中川達君】 皆様、おはようござい

ます。 

 傍聴の皆様におかれましては、連日の傍聴

大変ご苦労さまでございます。 

 本日、一般質問の最終日となるわけでござ

いますけれども、最後の最後まで一般質問に

対する傍聴、よろしくお願いをいたします。 

 初めに、傍聴の皆様にお願い申し上げます。 

 本会議場では、携帯電話を鳴らすことのな

いようにご協力をお願いいたします。 

 また、議員が質問している際は、静粛にし

ていただき、むやみに立ち歩いたり退席しな

いよう、お願い申し上げます。 

 ただいまの出席議員は、13名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【中川達君】 本日の会議に説明のた

め出席をしている者は、４日の会議に配付の

説明員一覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一般質問 

○議長【中川達君】 日程第１、町政に対す

る一般質問を行います。 

 質問時間は、１人30分以内ですので、時間

内にまとめるようお願いいたします。５分前

及び１分前に呼び鈴で合図をいたしますので

ご了承願います。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ７番、生田勇人議員。 

   〔７番 生田勇人君 登壇〕 

○７番【生田勇人君】 おはようございます。

議席番号７番、生田勇人です。 

 令和元年内灘町議会６月会議におきまして

一般質問の機会を得ましたので、通告内容に

従い、一問一答方式にて質問をします。町長

初め関係部局には、明快な答弁をお願いいた

します。 

 先般の町議会議員選挙で、私も４期目の当

選をさせていただきました。初心を忘れず、

町民の声をよく聞き、掲げた政策の実現に向

け、町発展のため、子供たちに誇れる未来へ

向けてのまちづくりに責任を持って一生懸命

努力していく所存です。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 １問目は、松任宇ノ気線の消雪設備につい

てです。 

 この質問はこれまでも何度かさせていただ
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いておりましたが、現在、町内を通る県道で

の消雪装置未整備区間は、宮坂から西荒屋の

一部を含む区間で約２キロ、室地区で約500

メートル、計2.5キロとなっている状況で、長

年にわたり、地元からは町への要望をいたし、

また県への陳情もさせていただいております。 

 そんな中、本年２月の石川県議会では、宮

坂─西荒屋区間について、特に交通量が多い

ということから、新年度──今年度ですね、

今でいえば。2019年度に事業着手すると報道

されました。地元住民からは、「やっと声が

届いた」「やっと整備される」「歓喜よりも

安堵の気持ちが強い」、そういう声もお聞き

しました。それだけ、長年の未整備に対し積

み重なる思いがあったと思われます。 

 そこで質問です。前回の質問時には、未整

備区間の総延長について工事概算費用をお聞

きしましたが、今回、県が事業着手する宮坂

─西荒屋間の概算費用はいかほどと試算して

いるのか。水源に係る費用、道路配管敷設に

係る費用など、大まかな分類額とその合計額

をお聞きいたします。 

○議長【中川達君】 都市整備部長、田中義

勝君。 

  〔都市整備部長 田中義勝君 登壇〕 

○都市整備部長【田中義勝君】 皆さん、お

はようございます。 

 それでは、生田議員のご質問にお答えした

いと思います。 

 県では今年度、消雪設備の設計業務を行う

ということを確認いたしました。その業務に

おいて、消雪に必要な水の量、井戸の位置、

深さのほか、井戸が幾つ必要なのかなど調査

設計すると伺っております。現段階の費用に

ついては不明という回答をいただいておりま

す。 

 平成30年３月会議において、宮坂から西荒

屋の県道部において交互散水した場合、２本

から３本の消雪井戸が必要であると答弁して

おります。その宮坂地区において、概算費用

はおおむね約２億6,000万円程度になると考

えられます。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 生田議員。 

○７番【生田勇人君】 ありがとうございま

す。 

 前回の質問でも約二、三本の井戸が要ると

いうことで、全部合わせて２億6,000万という

試算を今答弁いただきました。 

 県はこれまで、今田中部長言われたとおり、

交通量や水源の調査を行ってきたとのことで

ありますが、その調査内容については、今ほ

ど言われたとおり、２月以降協議しているの

か、把握しているのかということと、発表の

あったその２月以降、今年度から県が着手す

る事業内容と整備完了までのスケジュールは

どうなっているのかお聞きいたします。 

○議長【中川達君】 都市整備部長、田中義

勝君。 

  〔都市整備部長 田中義勝君 登壇〕 

○都市整備部長【田中義勝君】 お答えいた

します。 

 県がこれまで行った調査内容につきまして

は、平成29年、30年の積雪量及び交通量調査

のほか、県道付近にある既存井戸の水の量、

深さなど情報収集を行ったと聞いております。 

 次に、発表以後、県との協議につきまして

は、５月に内灘町において、県が施工する事

業の概要説明を受けております。また、７月

には、津幡土木事務所において意見交換を行

う予定でございます。 

 今年度、県の行う業務内容につきましては、

先ほど申しましたとおり、消雪に必要な水の

量、井戸の位置、深さのほか、井戸が幾つ必

要なのかなど調査設計を行うと伺っておりま

す。 

 最後に、整備完了までのスケジュールにつ

きましては、国の交付金事業であることから、

現段階においては不明との回答でございまし

た。 
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 これまでも、町では県に対し、北部地区の

消雪設備整備について要望を行ってまいりま

した。今年度、消雪設備の調査設計に着手す

ることから、速やかに終えていただき、早期

の工事着手につながるよう、地元地区ととも

に引き続き積極的に要望活動を行ってまいり

たいと思います。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 生田議員。 

○７番【生田勇人君】 事業着手するという

ことでありますから、やはりここは切れ目の

ない、速やかな整備を地元とともに願ってお

ります。 

 それでは、次の質問に入らせていただきま

す。 

 ２問目は、広域連携、主に自治体間の道路

整備について質問をします。 

 互いを行き来する重要な近隣市町間の連絡

道路整備は、これからの広域連携において、

アクセス向上させることによる交流人口、定

住人口の増加や、自治体間のコミュニティバ

ス相互乗り入れによる施設の活用や、高齢者

が安心して積極的に外出できるなど、健康福

祉にもつながる重要施策と捉えております。 

 そこでまず、津幡町とのアクセス道路につ

いて質問します。 

 この道路は、通勤通学時の安全性、特に街

灯と歩道、自転車道について以前も質問させ

ていただきました。また、例年、桜の季節に

は、有名なスポットとして多くの人が利用し

ていますが、駐車スペースがなく路肩に車を

とめ、車道に車が出ており、また歩道や自転

車道がないため、その多くの方が車道より写

真撮影している姿も見受けられ、大変危険な

状況です。私も本年は、路肩停車により側溝

へ脱輪している車も見ました。 

 街灯もなく暗い道路であります、夜間は。

こういった車に通勤通学の方々が衝突すれば、

それこそ大惨事であります。 

 内灘町と津幡町とのアクセス道については、

先般、４月にとり行われた石川県議会議員選

挙河北郡選挙区に立候補された方全員が整備

や改良を公約に掲げられたほど、共通認識の

重要幹線であります。そろそろ本格的な整備

手法を協議し、決定する段階に来ているので

はないでしょうか。 

 現在の道路を、津幡町、金沢市との協力の

もと、改良整備するのか。 

 また、河北潟干拓地内の観光農業振興など

を見据え、新たな位置に道路線を引くのか。

この手法は内灘町、津幡町のみを通過する方

法もあり、予定されている宮坂北線がおりる

西荒屋地区と結べば、白帆台インターチェン

ジを経てのと里山海道とのアクセスも向上し

ます。 

 いつまでたっても一向に協議が進んでない

感がいたしますが、そう感じるのは私だけで

しょうか。 

 これまで協議を行っているのなら、現在ど

の段階まで協議は進んでいるのか、その内容

と今後の整備手法に関する町の考えをお聞き

いたします。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 皆様、おはようござ

います。 

 ただいまのご質問にお答えを申し上げます。 

 津幡町とのアクセス道路整備につきまして

は、都市間をつなぐ広域道路となることから、

金沢市及び津幡町との連携が不可欠な大型事

業になるものと考えております。 

 このような他市町との連携事業を進めてい

くに当たっては、まずは各市町内において、

地元住民の皆様と合意を形成することが前提

となるものであり、その意味では地元の協力

が不可欠でございます。 

 北部地区に関しましては、（仮称）白帆台

インターチェンジ建設を初めとして、宮坂17

号線・南線の建設、白帆台地区の区画整理な

ど、これまでも地元住民の合意、地元の協力
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により円滑に進めてまいりました。 

 したがいまして、津幡町とのアクセス道路

につきましても、干拓地内のどの位置に設置

されるのが最善であるかなど、地元の皆様の

要望を、町においても多方面から検討を加え

た上で地元との合意形成を図り、その後、金

沢市や津幡町との協議に進んでいく必要があ

ると考えております。 

 先ほど生田議員言われた北線からの、それ

も一つのルートかなと思っております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 生田議員。 

○７番【生田勇人君】 ひとつきっちりとこ

こは、津幡町、金沢市、主に津幡町だと思う

んですけど、津幡町もこの道路については、

県へ町として要望したり、自民党県連にしっ

かりと要望したりしてますので、歩調を合わ

せて一体となって要望していくこと、協議し

ていくことが大切と思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 次に、かほく市とのアクセス道路、県道高

松内灘線について質問をします。 

 内灘北部基本構想の中で重点施策として挙

げられている西荒屋・室地区の危険崖地の解

消とこの道路はまともにリンクしている問題

であり、高松内灘線の振りかえ改良をなくし

て当該地域の危険崖地の解消も実現しません。 

 道路の現状は、アップダウンが激しく、道

幅も狭く、危険崖地との距離も短く、到底安

心・安全な道路、県道とは言えません。また、

雨水排水のための側溝もないため雨水が民地

に垂れ流しとなり、砂丘地上ながら低地部で

は大雨時に道路冠水をも引き起こします。か

ほく市側はカーブも激しく、死亡事故危険注

意といったような看板も見受けられます。 

 まずは自治体間で問題を共通認識し、また

県道であるため、互いの地元選出県議ととも

に連携協議し、一体となって県へ強く要望す

るべきと存じますが、この県道高松内灘線に

ついて、町の考えをお聞かせください。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 県道高松内灘線の改良につきましては、白

帆台以北の農業基盤整備、西荒屋・室地区の

崖地解消などの事業が密接に関係し、これら

の事業についても、地元住民の皆様と合意を

形成することが前提となるものでございます。 

 町ではこれまで、地元の北部開発促進協議

会とともに事業の課題の整理等を行ってまい

りましたが、できるだけ早期に北部開発促進

協議会と事業の方向性を決定し、かほく市と

の協議を開始したいと考えております。まず

は北部開発促進協議会の中で、レベルといい

ますか、高低差をどうするかと。それが決定

しなければ、ちょっと前に進めないんじゃな

いかなとも思っております。 

 したがいまして、今後、北部開発促進協議

会との連携をより密に、また、地元県議とも

協力しながら、かほく市との協議や県に対す

る要望を行ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 生田議員。 

○７番【生田勇人君】 以前は、サンセット

ブリッジ（内灘大橋）ができる前なんかは、

かほく市と期成同盟会という話も、かほく市

の議員さん等々から聞かされたこともありま

すので、やはりお互いの市町が協力しながら、

これも進めていっていただきたいというふう

に思っております。 

 最後の質問となりますが、広域連携による

道路整備には県議間の連携も重要だと捉えま

すが、今般４月の石川県議会議員選挙河北郡

選挙区において、内灘町からは、新人である

太田臣宣氏が圧倒的な町得票をもって当選さ

れました。 

 選挙期間中は、川口町長の発言がテレビや

新聞、多くのメディアに取り沙汰され、まる

でその状況は町長と太田氏の戦いのようだと
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多くの町民が認識する様相を見せました。「こ

の選挙に政治生命をかける」「１期目に何が

できる」などと、これまで川口町政を支えて

きた太田氏に対しての一連の発言に、多くの

町民が、町長の政治姿勢に対して疑問の声が

上がっております。私の質問を、その多くの

町民の代弁としてお聞き願いたいと思います。 

 私も、まさか町長にこのような質問をする

ときが来るとは思ってませんでした。政治を

志し政治家になることが実現できたとき、必

ず１期目は存在します。町長にも１期目はあ

りましたよね。１期目は何もできないのでし

ょうか。政治を志す方々への侮辱と捉えられ

てもおかしくないです。そういった姿勢が町

民の政治離れを加速させるのではないかと懸

念いたします。 

 志を同じくする多くの仲間との信頼関係を

構築した上で、支援者や住民の理解をいただ

き公約を実現していく。町長もこれまで、そ

ういった支えがあってこそ公約を実現してき

たのではないでしょうか。これまで太田氏と

ともに町議の中で支えてきた者たちも、町長

の当時の発言にがっかりしましたが、太田氏

はそれらを含めて発奮材料とし、多くの町民

の支持を得て、戦いに勝利しました。 

 新しく地元選出の石川県議会議員となった

太田氏には、その人柄から、県議会はもちろ

ん各方面で信頼関係を築き、必ずや内灘町発

展のために、１期目から公約を実現していく

ことを期待しますし、将来にわたり実現して

いける人物だと確信しているところです。 

 また、川口町長は津幡町矢田町長に、この

石川県議会議員選挙中に苦言を呈されたとの

報道を見たとき、私は、ああ、これで広域連

携による内灘町発展が１歩も２歩も後退した

なと危機感を感じました。その危機感が現実

のものとならないよう、切に願っています。 

 さて、石川県議会議員選挙から約２カ月が

過ぎようとしています。この間、町長は太田

県議と町の懸案事項など、町発展のための正

式な協議を行ったのでしょうか。お聞きいた

します。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 選挙期間中の私の、どういいますかね、発

言については、きのうの恩道議員に答弁した

とおりでございます。 

 また、今ほど津幡矢田町長に苦言を呈した

というのは、ちょっとわからないんですけれ

ども……。 

○７番【生田勇人君】 呈されたと新聞に載

ってます。 

○町長【川口克則君】 それは私に対してで

なくて、候補者に対して苦言を呈されたんで

す。ですから、どう言っていいですかね、私

に対してでなくて、候補者に対してこういう

チラシが入っとったというふうな苦言です。 

 それで、先ほど太田議員と協議をしとるん

かということでございますけれども、現時点

では太田県会議員とは特段の協議は行ってお

りませんが、町のこれからの発展には、石川

中央都市圏や河北郡市といった広域連携は大

変重要であると考えておりまして、今後ご協

力願いたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 生田議員。 

○７番【生田勇人君】 私も報道のところで

そういう事実を知ったわけですけど、苦言を

呈されたのは私じゃないということをおっし

ゃいましたけれども、やはりその候補者の後

援会長もお務めになったわけですから、その

リーフレットを出すことはもちろん知ってい

たんじゃないかなというふうに私も思ってお

ります。その意味でそういう苦言を呈された

んじゃないかというふうに思っております。 

 次に、石川県議会議員選挙に関しての期間

中、政治生命をかけるとした町長の発言に、

多くの町民から高い関心が寄せられています。 
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 きのうの質問では信念を貫いたとのことで

したが、私たち太田県議を支援した町議や町

民もどちらに肩入れすることなく、ただただ

町政に専念していてほしいとの思いで当時は

いっぱいでありました。６年前、激戦を制し

て川口町政を誕生させた多くの町民の思いは

どこに行ったのでしょうか。 

 信念に基づき、あえて火中のクリを拾うま

でしてかけた政治生命とは、どんな意味合い

なのでしょうか。県議選挙で過激な発言で町

を割った町長の責任は、余りにも大きいと感

じます。町民が納得する責任ある行動が必要

だと思いますが、お聞かせください。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 きのうの恩道議員の答弁と重なりますけれ

ども、私は、北部開発初めさまざまな懸案事

項が内灘町にございます。その懸案事項を実

現するためには、実績ある現職候補の再選が

最も町にとって、町民にとってというふうな

思いでそのような行動を起こした次第でござ

います。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 生田議員。 

○７番【生田勇人君】 きのう恩道議員が質

問したので、答弁は重なっておるということ

でございましたが、やはり最後にこれだけ言

わせてください。 

 町議でも県議でも、たとえ首長でも、一人

では何もできないんです。仲間や理解者を一

人、また一人とふやしていくことが何倍もの

力を生み出し、一致団結して、理想の公約や

事業、まちづくりを推進できます。 

 今県議選で町長がとった発言が、近い将来、

大きな形となり内灘町政に反映されるだろう

と、多くの町民がそういう思いを抱いてしま

ったと現時点では言わざるを得ません。 

 川口町長には、太田県議と一刻も早く正式

にお会いし、今後の川口町政の方向性の協議

を行っていただきたい。また、自身の発言の

重大さを自覚して、責任ある行動を願い、質

問を終わります。 

 答弁は結構です。 

 ありがとうございました。 

○議長【中川達君】 生田議員の質問を閉じ

させていただきます。 

 引き続きまして、６番、七田満男議員。 

   〔６番 七田満男君 登壇〕 

○６番【七田満男君】 おはようございます。

議席６番、七田満男です。 

 令和元年６月会議におきまして一般質問の

機会を得たことに感謝を申し上げます。 

 一般質問も２日目となりました。本日もよ

ろしくお願いいたします。 

 最初に、景観づくりの取り組みについて質

問をいたします。 

 我が町は、日本海と河北潟に挟まれた細長

い砂丘の町で、金沢に隣接し、北陸鉄道浅野

川線が通じ、のと里山海道が海岸を走ってい

ます。 

 町の中ほどに小濱神社が鎮座し、古くは沿

岸や潟の漁村として発達してまいりました。

もともと水田、畑が少なく、明治20年以降、

北海道の羽幌町や猿払村のニシン、ホタテガ

イ漁に出稼ぎし、さらに三陸から山口県の海

域にも漁に出ていました。 

 昭和28年、砂丘地の一部がアメリカ軍試射

場に接収され、その反対闘争で全国的に知ら

れており、返還後、砂丘地は金沢近郊の住宅

地として開発が進み、河北潟は３分の２が干

拓され、現在、野菜栽培、酪農が行われてい

ます。 

 砂丘地ではラッキョウ、スイカ、大根など

を産しています。海水浴場、スポーツ施設も

多く、自然環境に恵まれたところであります。

町内を南北の分断する河北潟放水路にサンセ

ットブリッジがかかり、金沢医科大学が建ち、

都市と自然との調和のとれた町だと思ってい
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ます。だから、なおさら景観づくりが大事だ

と思います。 

 町並み、景観を生かしたまちづくり及びそ

の保存に、町は具体的にどのような取り組み

を行っているのかお聞きいたします。 

○議長【中川達君】 都市建設課長、上前浩

和君。 

   〔都市建設課長 上前浩和君 登壇〕 

○都市建設課長【上前浩和君】 ご質問にお

答えいたします。 

 内灘町では、自然との調和のとれた取り組

みにつきましては、都市公園とする公園など

を72カ所配置し、町民に緑の空間を提供して

おります。 

 また、近年の宅地造成した団地では、住民

が主体となって敷地に生け垣を設け、緑化に

努めております。 

 そのほか、公民館活動と連携した花いっぱ

い運動なども行い、自然との調和のとれた景

観づくりに取り組んでおります。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 七田議員。 

○６番【七田満男君】 ありがとうございま

す。 

 ５月19日、第21回アカシアロマンチック祭

が開催されました。内灘町文化協会並びに各

協会がそれぞれ工夫を凝らした催しで、芸能

発表や体験コーナー、飲食コーナーなどで大

勢の人たちを楽しませていただきました。 

 学園緑地内を利用したアカシアアートロー

ドでの生け花、写真、絵、工芸や俳句など展

示されており、大勢の人たちでにぎわってい

ました。 

 しかし、学園緑地内の木々は荒れ放題にな

っているのを目にすると、学園緑地は緑地な

のか雑木林なのか。私は、名称のとおり緑地

だと思いますが、緑地とは、都市計画では、

交通や建物など特定の用途に占有されない空

き地であり、緑地の役割は、大気の浄化、雨

水流出緩和、温暖化の抑制、災害発生時の避

難場所、大規模火災の延焼防止、緑による心

理的安定、文化活動などの場所としての利用

や効果があります。 

 学園緑地は大清台とハマナスの間にあり、

近くの住民は毎日目にしています。住民から

は、もう少しきれいに整理できないかとの要

望も聞かれます。 

 学園緑地を整備する考えはあるのか、お聞

きをいたします。 

○議長【中川達君】 都市建設課長、上前浩

和君。 

   〔都市建設課長 上前浩和君 登壇〕 

○都市建設課長【上前浩和君】 お答えいた

します。 

 学園緑地内にありますアカシア林につきま

しては、平成元年11月に町と大清台町会にお

いて、住環境を守り、あわせて自然環境の保

護を図るため、アカシア林保全に関する覚書

を取り交わし、維持保全に努めております。 

 町では、緑地の維持保全に努めるとともに、

枯れ木や倒れた木をチップとして敷き、アカ

シア林の自然環境を身近に感じ、親しんでも

らえるよう、緑地内の遊歩道として現在ご利

用いただいております。 

 今後につきましても、議員ご質問にあった

枯れ木、倒木等が景観の悪化につながらない

よう、緑地の維持保全に速やかな対応ができ

るよう努めてまいります。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 七田議員。 

○６番【七田満男君】 しっかりと整備をし

ていただきたいと思います。 

 次に、内灘町総合グラウンドのコンクリー

ト壁の利用についてお聞きします。今現在、

壁に描かれている、スポーツを行っている人

物の絵が古びた状態になっていることからの

質問であります。 

 町の景観は、自然、歴史、公共施設などあ

らゆるものが景観をつくり出しています。公

共施設の老朽化が進んだものは暗いイメージ
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があり、町の景観を台なしにしている場合が

あります。総合グラウンドの壁に描かれてい

る壁画もその一つであります。 

 町は、描き直すのか、消すのか、それとも

手を加えず何もしないのか。私は、例えば、

地域の方々や子供たちと一緒に、自由に自分

たちの好きな絵を描くのもいいし、台湾・竹

北市の子供たちと一緒に行うことで友好が深

まるとともに、子供たちに町の景観を守る心

や育てる心が生まれ、自主、協同、責任の精

神の実践につながるのではないでしょうか。

町のお考えをお聞きします。 

○議長【中川達君】 生涯学習課長、助田有

二君。 

〔生涯学習課長兼男女共同参画室長 助田有二君 登壇〕  

○生涯学習課長兼男女共同参画室長【助田有

二君】 ご質問にお答えいたします。 

 内灘町総合グラウンドは、飛砂防止や防球

を目的として、施設の外周にコンクリート塀

やブロック塀、フェンスを設置しております。 

 県道に面しました約160メートルのコンク

リート塀には、陸上競技の様子を壁に描き、

スポーツ施設であることを周知いたしており

ます。 

 このコンクリート塀の壁画につきましては、

年月の経過により、全体の色調が薄くなって

いる状況であります。 

 議員ご提案の、子供たちによります塗り直

しを含め、検討してまいりたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 七田議員。 

○６番【七田満男君】 前向きに検討をお願

いいたします。 

 私は、内灘町議会議員として、東京や他県

へとたびたび足を運ぶことが多くなりました。 

 そこで新しい課題の発見と出会いました。

それは、みんなで一緒になし遂げるというこ

とです。これからの町の景観づくりは、税金

で全てを解決するというものではなく、町民

が参加をして一緒になってつくっていくこと

が大事だと思います。 

 東京でははな街道、福岡市では一人一花運

動、一企業一花壇で、みんなが力を合わせて

景観づくりに取り組んでいます。 

 東京で、京橋から三越、日本橋を歩いてい

て、美しい花を咲かせる花壇に目を奪われま

した。日本橋の中央通りに面する花壇は季節

の花々で彩られており、花壇には花奉行、水

奉行の企業名が書かれたボードが立てられて

いて、花奉行は、花壇に年三、四回花を咲か

せる費用を提供していただくサポーター、水

奉行は、花壇の水やりや日々の管理をしてい

ただくサポーターです。東京国道事務所が推

進し、現在、花奉行が70社、水奉行が60社の

協力と地元町会と商店街の皆さんの協力で運

営しているとのことです。 

 福岡市では、公共空間から民有地、個人宅

まで、ありとあらゆる場所で、市民や企業一

人一人が、そして行政がみんな力を合わせて

「一人一花」「一企業一花壇」を合い言葉に

花と緑を育て、彩りや潤いにあふれ、おもて

なしと豊かな心が育まれる町「フラワーシテ

ィ福岡」をつくる取り組みを行っています。 

 一企業一花壇は、企業の皆様から花壇の年

間維持管理費用を協賛していただき、人通り

の多い場所にデザイン性に富んだ花壇を設置

し、町なかを四季の花で彩ります。スポンサ

ー企業の特典として、社名入りの特製プレー

トの設置と市のホームページや出版物にロゴ、

社名を掲載などがあります。 

 このように、全国ではいろいろな景観づく

りの取り組みがなされているようです。 

 町もフラワータウン内灘を目指すべきと考

えますが、いかがでしょうか。 

○議長【中川達君】 都市建設課長、上前浩

和君。 

   〔都市建設課長 上前浩和君 登壇〕 

○都市建設課長【上前浩和君】 お答えいた

します。 
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 議員からご紹介のあった活動は、まちづく

り、景観づくりを推進していく上で大変効果

的な活動であると考えております。 

 現在、町においても、住民奉仕による緑化

活動を行っております。主なものとして、医

科大前の大通り、アカシア交差点から内灘海

岸につながる道路や、ほのぼの湯前の道路な

どにある植樹ますにパンジーなどを植え、町

なかのアクセントとして緑の空間づくりに協

力いただいております。 

 このような、町内で活動しています花いっ

ぱい運動やアダプト活動などが継続すること

で住民の輪が大きくつながり、紹介のありま

した大きな活動に変わっていくことになると

期待できます。 

 町としましてはこれからも、町内に緑や花

があふれ、住民の心豊かになる活動に対しま

して、引き続き支援、協力してまいります。 

 以上です。 

○議長【中川達君】 七田議員。 

○６番【七田満男君】 ありがとうございま

す。 

 アダプト制度とかいろんなことをやってま

すが、どうしても企業が参加してない。一部

は企業が参加していますが、そういう資金面

の援助というものも大変、継続するためには

必要だと思いますので、町のほうもそういう

ことを、企業さんにも予算をいただくように

してください。お願いいたします。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 次に、消費増税への対応についてお聞きし

ます。 

 令和元年10月１日から消費税が10％に増税

されます。国は、消費税を増税する理由につ

いては、現在の日本は、少子・高齢化による

現役世代の減少と高齢者の増加という問題が

あり、現役世代の減少は、税金や社会保険料

などの国の収入を減らし、高齢者の増加は、

医療費を初めとする社会保障費を増大させて

いる。このふえ続ける社会保障費の財源を確

保することが目的の一つで、所得税や法人税

の増税を行うことでも税収はふえますが、そ

れでは現役世代に負担が集中してしまうので、

国民全体で広く負担する消費税は公平性が確

保できる最適な税であると説明しています。 

 増税のデメリットは、消費税の増税によっ

て家計の消費が落ち込みます。それと、景気

の悪化です。 

 消費税10％が実施された場合、町民、商工

業事業者への影響についてどのように考えて

いるのかお聞きします。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 消費税率改定により、家計への影響は少な

からず出てくるものと考えております。 

 また、それに伴い、買い控えなどにより、

町内の各事業者にも影響があると考えており

ますが、当面は、この国の景気対策の効果を

慎重に見きわめていく必要があるものと考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 七田議員。 

○６番【七田満男君】 次に、消費増税への

対応についてお聞きします。 

 安倍晋三首相は、消費税10％への引き上げ

に向け、経済運営に万全を期す考えを示され

ました。具体的に政府の消費増税対策はどの

ようなものがあるのかお聞きをいたします。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 国では、10月の消費税率の引き上げに際し、

中小の小売店等で、キャッシュレス決済によ

り支払いをした消費者に対し、最大５％のポ

イント還元を実施するほか、２歳以下の子供

がいる世帯や低所得者の消費に与える影響を

緩和するとともに、地域における消費を喚起
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し下支えするため、プレミアム付き商品券を

発行することとしております。 

 また、保育施設等を利用する３歳から５歳

児及び住民税非課税世帯のゼロ歳から２歳児

の保育料を無料とする幼児教育・保育の無償

化や、住宅ローン減税の延長なども行うこと

としております。 

 このほか、今回の税率改定においては、低

所得者層へ配慮する観点から、お酒や外食サ

ービスを除く飲食料品及び週２回以上発行さ

れる新聞の税率を８％に据え置く軽減税率制

度が導入されます。 

 これに伴いまして、中小企業及び小規模事

業者向けに、複数税率に対応可能なレジの導

入や、改修費用等の一部を補助する制度、い

わゆる軽減税率対策補助金も設けるとのこと

でございます。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 七田議員。 

○６番【七田満男君】 必要となります。 

 それでは、キャッシュレス化の問題点につ

いて、もう少しお聞きをいたします。 

 政府がキャッシュレス化を推進する理由は、

東京オリンピック・パラリンピックに大勢の

外国観光客が押し寄せてくる。彼ら外国人観

光客は、キャッシュレス決済が当たり前にな

っているからです。 

 第２は、現金管理のコスト削減だそうです。

具体的にはＡＴＭの運営コストや現金の運搬

に係る人件費で、年間２兆円にも上ると言わ

れております。 

 そんなことから、政府は、消費税10％への

引き上げに向けた景気対策として、クレジッ

トカードなどキャッシュレス決済を行った消

費者を対象にポイント還元を行うことを決め

ました。 

 ポイント還元策の予算額は2,798億円。これ

により、増税後９カ月間に限り、中小小売店

で電子マネーやクレジットなどでキャッシュ

レス決済をした消費者に対し、購入額の５％

から２％分のポイントを還元する。また、中

小小売店での導入を推進するために、必要な

端末などの機器を導入する費用の３分の２、

小売店が決済事業者に支払う手数料の３分の

１を国が補助し負担軽減を図るとのことです

が、問題点も多く、一つは、９カ月後にどう

なっているのか、また機器の自己購入資金が

高額になるのではないか。町の小規模事業者

にとっては大変ハードルが高いように思われ

ます。 

 しかし、キャッシュレス化は確実に進んで

いくと思います。大型店、コンビニなどにお

くれをとらない早急な対応、支援が小規模事

業者に必要と考えられますが、町長のお考え

をお聞きします。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 キャッシュレス化につきましては、昨日夷

藤議員にお答えしたとおり、外国人旅行者を

受け入れる環境整備のための町の補助金制度

や、キャッシュレス化推進のための国の補助

金制度もあります。 

 今後とも、町商工会とも連携しながら、町

内の事業者に対し、これらの支援制度の周知

を図りながら、町内においてキャッシュレス

化を推進してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 七田議員。 

○６番【七田満男君】 ぜひとも対応をして

いただきたいと思います。 

 次に、消費税10％に伴い導入される軽減税

率制度ですが、お店で販売している水は軽減

税率の対象で８％なのに、なぜ水道料金は

10％になるのか。低所得者層を考慮する最低

限のインフラは軽減対象にならないのかお聞

きいたします。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 
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○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 国より、水道水は軽減税率の対象とはなら

ないことが示されております。 

 したがいまして、水道料金につきましては、

10月使用分から新税率を適用することとなり

ます。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 七田議員。 

○６番【七田満男君】 それでは、町の商工

業者は、赤字であっても負担しなければなら

ない消費税増税に加え、働き方改革や事業継

承への対応、製造業や建設業では、材料費の

高騰、人手不足の影響が懸念されます。 

 こんなときこそ、平成28年度をもって終了

した元気内灘リフォーム事業の再開と、町独

自の消費税増税対策を実施すべきと思います

が、町長のお考えをお聞きします。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 町独自の対策につきましては、現時点では

予定しておりませんが、税率改定後の町内の

景気動向も注視しながら、必要に応じて検討

してまいりたいと考えております。 

 今ほどご提案ありました住宅リフォーム助

成とか、あと町独自のプレミアム付き商品券

とか、そういうことを考えていきたいと思っ

ております。これはあくまでも景気動向を注

視しての話でございます。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 七田議員。 

○６番【七田満男君】 町長は日ごろ、地元

の商工業者が元気がないと内灘町の発展はな

いというふうにいつもいつも言っています。 

 ぜひとも、今回の10％に決まったならば、

今述べた施策を実現のもとに行っていただき

たいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 終わります。 

○議長【中川達君】 七田議員の質問が終わ

りました。 

 引き続き、11番、清水文雄議員。 

   〔11番 清水文雄君 登壇〕 

○11番【清水文雄君】 11番、社会民主党、

清水文雄でございます。 

 一問一答方式で質問をさせていただきます。 

 本日、一般質問最後の質問者となりました。

まずは、無投票当選であったとはいえ、この

内灘町議会の壇上に戻って、今回、81回目の

質問を行うことができております。これもひ

とえに、ご支援いただいた町民の皆様のおか

げであるというふうに思っております。心か

ら感謝を申し上げ、内灘町の発展と町民福祉

の向上、そして私が町議選に当たって掲げま

した、当初から掲げております町政改革を議

会から、物から人へ、そんな公約の実現に向

け、粉骨砕身、全力を挙げる決意を申し上げ

て、質問に入っていきたいというふうに思い

ます。 

 まずは、町長に対して一言申し上げます。 

 先ほど生田議員のほうからもございました。

しつこいというふうに思われるかもしれませ

んけれども、４月に行われた統一自治体選挙

の県議会議員選挙で、内灘町を代表する川口

町長は、現職米田候補の後援会長につき政治

生命をかけるというふうに公表をして選挙戦

に臨まれておりました。そして昨日の恩道議

員への答弁の中で、政治生命をかけたのは私

の信念だと、そんなふうに述べられているの

であります。 

 私は、一方の陣営の後援会長につき町を二

分し、混乱に陥れてまでも自分の信念を貫い

た、その姿勢は、それは政治家として大変立

派なことだというふうに思っております。こ

れからもぜひ政治家川口町長として、その信

念を貫き通されるべきではないかというふう

に考えるわけであります。 

 しかし、町民は、そのような町長の町民、
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議会に対するおごり高ぶりとも言える姿勢が、

これからの議会との関係はうまくいくのだろ

うか、そんなことを心配しているのでありま

す。 

 中川議員、現議長も、川口町長の後援会の

看板をおろし後援会長を辞職をしたと、そん

なふうに聞いているところであります。この

ように、新人であった現太田臣宣県議を推し

た多くの議員は、先ほども生田議員からござ

いました。町長に対する不信感が大きいので

あります。 

 昨日、町長は、太田県議と協力していきた

い、町議の皆さん、議会とも協力していきた

いとの今後の思いを語られました。先ほども

語られたわけでありますけれども、しかし、

今後、私は、町民が、町を混乱させた川口町

政に対する不信感、それがあるだけに、これ

からの川口町長の町政運営のあり方や政治姿

勢を注視をしていく、そんな目が大きくなっ

てきているのだというふうに思います。とり

わけ今後の議会との関係は、より一層の緊張

関係の中で、より丁寧な対応が求められると

ころであります。 

 町を二分することになった県議会議員選挙

は川口町長みずからが招いたものであり、そ

の責任は重大であることをまずは申し上げて

おきます。同時に、町長と、そして私も含め

議員は、二元代表制のもと町民から選ばれた

者として、その言動と行動に責任を持ってい

かなければならないこともつけ加えさせてい

ただいて、質問に入らせていただきます。 

 まずは、町としての働き方改革の取り組み

について、とりわけ三本柱の一つである正規、

非正規の不合理格差の解消、学校図書館司書

の待遇改善についてお伺いをいたします。 

 この間、「国際競争力を取り戻せ」「利益

の出る体質を強化せよ」という経済界のかけ

声と並行して、構造改革による労働市場の規

制緩和が強引に進められてきました。そのゆ

がみは、契約社員、パートタイマー、アルバ

イト、臨時社員、派遣社員、請負社員といっ

た非正規社員の急増、固定化と、減らされた

正社員の負担増にあらわれているのでありま

す。 

 長時間過重労働、成果主義、能力主義の激

化、安易な配転や解雇、職権を利用した嫌が

らせやいじめなど、職場環境の悪化で、働く

人々は鬱病、過労死、過労自殺と隣り合わせ

の状態に置かれているのであります。 

 一方、均等待遇という、視点を欠いた多様

な雇用形態の拡大によって、非正規社員は、

低賃金で雇用の打ち切りが可能な労働力とし

て構造的に企業などの底辺に組み込まれ、若

者、女性を中心に、みずから望んで非正規に

なったのではない層が増加をしております。

雇用の二極化による所得格差の拡大によって、

最低限度の生活を営めない勤労世帯、いわゆ

るワーキングプアの出現もあるところであり

ます。 

 さらに、長時間過重労働や、非正規社員が

働き続けることに将来の希望が持てないこと

から、仕事と家庭生活の両立が困難になり、

日本は少子化から抜け出せない、あるいは社

会保障制度が持続できないなど、社会不安の

大きな要因になっているのであります。 

 人こそが富を生み出す源泉であります。働

くことに誇りが持てる社会、自活して生活で

きる賃金が保障される社会、努力すれば報わ

れる社会を目指し、均等待遇の徹底、ワーク・

ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の実

現、性別役割分担の解消によって、雇用の安

定と人間らしい尊厳ある働き方を実現してい

かなければなりません。 

 このような中で、働き方改革の三本柱であ

る、労働時間の長時間化の是正、正規、非正

規の不合理格差の解消、柔軟な働き方の実現

の３つの施策が、改革の実現のために示され

ているのであります。 

 昨日、北川議員の質問でもありました内灘

町の状況を見ても、町職員の正規職員数、2018
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年度で187人。非正規数が、2017年度ではあり

ますが、202人。内訳は、嘱託102名、パート

が100名という現状であります。 

 町として、職員の働き方改革の取り組みへ

の考え方と具体的な取り組みをお聞きをいた

します。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 町では、職員の働き方改革の取り組みとし

て、時間外勤務の削減や年次有給休暇の取得

促進に加え、仕事と生活の調和、いわゆるワ

ーク・ライフ・バランスの実現を図ることと

しております。 

 特に近年、長時間労働による過労死が社会

問題となっている中、時間外勤務の上限時間

の遵守を徹底するとともに、毎週水曜日はノ

ー残業デーとして、館内放送や上司による定

時退庁の呼びかけを行っているほか、今年度

からは、時間外勤務の実績が多い職員に対し

ては、産業医による面談指導を予定しており

ます。 

 今後とも、職員の働き方に対する意識醸成

や、働きやすい職場環境の構築等を推進して

まいります。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 清水議員。 

○11番【清水文雄君】 とりわけ深刻化する

人手不足を背景に、企業は今後、正社員に限

らない多様な雇用形態に目を向けて、より幅

広い人材の活用を実現する必要があるという

ことであります。 

 ところが現状、同じ仕事をしているにもか

かわらず、単に雇用形態の違いのみで待遇の

格差が設けられているケースが多いのが現実

であります。非正規という働き方へのマイナ

スイメージや働く人の意欲低下を招いている

というふうに、そんな現実があるということ

がそれを招いているということで言われてい

るのであります。 

 格差を埋めるために考えられたのが、同一

労働同一賃金ということであります。働き方

改革を通じて、雇用形態の別にかかわらない

公正な待遇が確保されることで、働く人の意

欲、モチベーションの向上、主体的に働き方

を選べるようになるというふうに思いますが、

正規、非正規の不合理格差の解消に向けた町

としての取り組みをお聞きをいたします。 

○議長【中川達君】 町長、川口克則君。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 来年４月から導入されます会計年度任用職

員制度において、国のマニュアルに沿った労

働条件や常勤職員との均衡など不当な不利益

が生じることのないよう、現在の雇用状況を

基本にさまざまな検討を進めていきたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 清水議員。 

○11番【清水文雄君】 それでは、現在の学

校図書館司書の採用形態及び雇用期間、労働

条件をお聞きをいたします。 

○議長【中川達君】 教育長、久下恭功君。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 学校図書館司書の

雇用形態、採用形態につきましては現在、内

灘町パート職員の勤務時間及び休暇等に関す

る規定に基づき、雇用期間は１年間で、勤務

成績、勤務意欲等で任用を更新することがで

きることになっております。 

 最長３年を限度としまして、本人の希望に

より再任用を妨げてはおりません。 

 労働条件は、小学校は週５日、１日５時間

勤務となっております。中学校は蔵書数及び

生徒の数が多いため、１日５時間30分の勤務

としております。賃金は、時間当たり910円を

支給しております。 

 以上でございます。 
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○議長【中川達君】 清水議員。 

○11番【清水文雄君】 内灘町の学校図書館

司書、白山市に次いで内灘町が各学校に配置

をしたという経過がございます。そういう意

味では大変、図書館司書の配置なんかは他自

治体よりも進んでいるという状況があって、

評価がされているところであります。 

 そんな中で、図書館司書の夏休み、冬休み、

春休みなどの各期間の勤務形態と賃金はどの

ようになっているのかお聞きをいたします。 

○議長【中川達君】 教育長、久下恭功君。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 長期休暇期間につ

きましては、勤務を要しないため、賃金の支

給はございません。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 清水議員。 

○11番【清水文雄君】 パート職員ですから、

当然休みの間は賃金が支給をされないという

ことであります。 

 例えば、業務があって嘱託、いわゆる嘱託

労働者──準職員になりますけれども、職員

になれば、長期休暇期間中でも賃金の支給と

いうのはあるのかどうかお聞きをいたします。 

○議長【中川達君】 教育長、久下恭功君。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 まず最初に、白山

市の状況をお話になりましたけれども、近隣

の市町の状況を少し話をさせていただきます。 

 司書の数のことでありますけれども、津幡

町では11校で５人、かほく市では９校で５人、

金沢市では78校で38人が担当しているという、

このような状況であります。 

 内灘町では７校を６人で担当しておる。中

学校と新設の白帆台小学校２校につきまして

は、業務量の多さから専任とし、他の５小学

校を４人で兼任しております。 

 そして、今ほどの特別に出た場合にという

ことでありますけれども、そのような状況は

今のところ起こってはおりません。また必要

であれば、その旨手当てをするということに

はなっておるというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 清水議員。 

○11番【清水文雄君】 教育長から答弁いた

だいたんですが、私の聞いてるのはパートじ

ゃなくて、例えば正社員だったら長期休暇期

間中でも業務があり、賃金も支給されるとい

うことですねということをお聞きをしておる

んです。ちょっと答えてください。 

○議長【中川達君】 人事秘書担当課長、吉

田真理子様。 

 〔人事秘書担当課長 吉田真理子君 登壇〕 

○人事秘書担当課長【吉田真理子君】 嘱託

の方の夏休みの期間なんですけれども、基本、

嘱託職員については一般職員と同様、夏季休

暇があるんですけれども、夏休みという長期

休暇はございません。 

 パートタイムの方でしたら、夏休み中は勤

務しなくていいよということで、勤務されな

くて家でお子さんと遊んだりとか、そういっ

た時間はパートなので時給は発生しないんで

すが、嘱託のというふうに採用された場合は

何らかの仕事を、通常のほかの嘱託事務職員

のようにしていただくということになるので、

嘱託の方は年間有給休暇が10日間、初年度の

初めに当たります。もしそれを超えてお休み

するということでありましたら、今は欠勤と

いうことになるので、日割りをしてお返しし

ていただいているというような状況でござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 清水議員。 

○11番【清水文雄君】 大変丁寧な答弁、あ

りがとうございます。 

 私の言いたいのは、パートだから長期休暇

期間中、仕事をしないんですから賃金は出な

いのは当たり前ですけれども、実際に仕事、

業務があるという、今言われましたよね。身

分を嘱託にして業務を与える。そうすれば、
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実際にその業務も私はあるというふうに聞い

ております。学校図書館司書のお話です。 

 そういう意味では、身分をパートから嘱託、

本当は正社員にしていけばいいんです。先ほ

ど教育長言われました、各近隣の自治体の図

書館司書の正規職員の数でありますけれども、

私のほうでも調べさせていただきました。能

美市が１校担当で１人、白山市が１校担当15

人、津幡町が１校担当２人、３校を担当して

いる人が１人、２校が１人。各自治体もさま

ざまな形態で図書館司書を正職員にしている

状況が実際にあるわけです。 

 そういう意味では、やっぱり内灘町もパー

トという雇用形態にしていくんではなくて、

正規社員にしていく目標を持って労働条件の

改善を、待遇改善をしていくことが必要なん

ではないかなというふうに考えるわけであり

ます。そのことによって、学校図書館司書の

仕事への、業務へのモチベーションの向上に

つながり、子供たちの学校図書に対する見方

も変わってくるんではないかなというふうに

思います。町としての考えをお聞きをいたし

ます。 

○議長【中川達君】 教育長、久下恭功君。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 待遇改善という観

点でのお話を全てが私が答えることはできま

せんが、まず一つは、子供たちがこの学校図

書館で今どういう状況かということをまずお

話をさせていただきます。 

 現在、子供たちの平均貸出冊数、これは今

子供たちの読書離れが懸念されている昨今で

すが、各小中学校とも、読書の啓発活動の充

実や図書館利用促進の取り組みなどが功を奏

し、増加の傾向にあるということは事実です。

そして内灘町の場合、先ほども言いましたよ

うに、７校で６人の司書さんがいます。 

 そういうことの数からいっても、非常にそ

ういう子供たちは、まさに図書館は充実して

おりますし、子供たちは十分に活用できてい

るんじゃないかというふうに思っています。 

 そして、以上のことから、現実的なことを

ちょっとだけ話しさせていただきます。１日

５時間、そして長期休暇中は勤務はないとい

うこの雇用条件、これだからこそ、ぜひ学校

図書館司書を目指したいという希望があるの

も事実であります。 

 これはいろんな諸般の状況があると思いま

す。配偶者の扶養控除であるとかいろんなこ

との関係で、今現在はこのような形になって

いるということでありますし、現実問題とし

て、子供たちにとって今の状況が非常に不便

だということではないので、今のところはこ

のような状況で進めることがいいのかなとい

うふうにも思っております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 清水議員。 

○11番【清水文雄君】 子供たちの学校図書

館の活用、それが進んでいるということは、

これは私も数字なんかを聞いてよく知ってま

す。その裏返しに、学校図書館司書の業務と

いうのがあるんだと。そういう意味では、１

日５時間。もっと充実をさせていくためにも、

パートという身分を正規へ近づけていく、そ

のことが私は必要だということを言っとるん

です。 

 そういう意味では、働く人のさまざまな形

態というのはあるというふうに思いますけれ

ども、それはそれでわかる話で、ある意味で

は、やっぱりきちっとした業務と。そういう

ものをやっていくために、その職員としての

立場、そういうものも考えていく必要がある

んではないか。私は、正規職員にしていけ、

そんなふうに申し上げたいと思います。 

 それは現実に他の自治体でもやっとること

ですから、内灘町が否定をしていく、そんな

理由は一つも見当たらない。それは役場庁舎

内でも同じであります。同一労働同一賃金、

正規職員と嘱託、パートの仕事の内容の違い

というのは、だんだんなくなってきています。
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だけれども、その待遇が違う、労働条件が違

う。本人が好んでいるというふうによく逃げ

られますけれども、制度としてそういうもの

をきちっと確立していくことが必要なんであ

ります。 

 ぜひとも、学校図書館司書の正職員化、そ

ういうものに向けて考えを改め、推進をして

いただきたい。そういう意味では、やっぱり

ソフト面へお金を使う、予算を使っていく。

表面は人数もそろえてよくしているけれども、

その中身を見たら、現実は私が今申し上げた

ような内容なんであります。予算の配分も変

えていく必要があるというふうに思います。

町としての考えをお聞かせください。 

○議長【中川達君】 教育長、久下恭功君。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 一番最初に話しし

ましたように、待遇の面について、私は全て

のことを話すこともできませんし。 

 ただ、先ほど町長からも、来年度から会計

年度任用職員に移行するということでありま

す。町全体の制度の運用とあわせて、不利益

が生じることがないように配慮してまいりた

いというふうには考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 清水議員。 

○11番【清水文雄君】 ぜひともよろしく、

取り組みを推進をしていただきたいと思いま

す。 

 ２つ目に、内灘海水浴場（内灘海岸）のに

ぎわい創出についてお伺いをいたします。 

 これは土屋議員のほうからもございました。

私は、石川県が管理組合に対して土地の占用

を不許可として、組合が県を相手取り処分の

取り消しを求めた訴訟、その訴訟の現状と、

今後予想される展開について、まずはお聞き

をいたします。 

○議長【中川達君】 都市整備部部長、銭丸

弘樹君。 

 〔都市整備部担当部長 銭丸弘樹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【銭丸弘樹君】 お答

えいたします。 

 内灘海岸海の家管理組合が、県に対して損

害賠償請求をしていた裁判の件につきまして

は、平成31年２月12日に最高裁判所で上告が

棄却されております。 

 今後につきましては、旧浜茶屋の不法占用

が確定したことから、海の家管理組合に対し

て強く撤去指導を行っていくと県より聞いて

おります。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 清水議員。 

○11番【清水文雄君】 最高裁で上告を棄却

されて、あれを撤去してくれということであ

ります。 

 そんな意味では、内灘クリーン作戦で、町

民総出で海岸のごみをなくそうということで

やっておるんですけれども、ああいう大きな

浜茶屋はどうすることもできませんので、早

期に、何かテープを張って人が入れないよう

にしてありますけれども、そういう意味では、

子供たちも夏になったらあこへ行って遊んだ

りして危険な状況もあると思います。早急に

県に対して、管理組合の人が撤去できるのか

どうかも私はちょっとわからないんですけれ

ども、早急に撤去をするように働きかけをお

願いしたいと思います。 

 次に、ことしの内灘海水浴場の管理運営に

ついて、どのようになっているのかお聞きを

いたします。 

○議長【中川達君】 都市整備部担当部長、

銭丸弘樹君。 

 〔都市整備部担当部長 銭丸弘樹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【銭丸弘樹君】 お答

えいたします。 

 町営の海水浴場の開設期間は、７月13日土

曜日から８月18日日曜日までを予定をしてお

ります。開設時間は、午前９時から午後５時

までとなっております。 

 海水浴場には、昨年と同様に管理事務所、



 －24－ 

更衣室兼シャワー室を４室並びに監視台を設

置することとしており、安全管理上、管理人

及び監視員を配置するほか、海水浴場内をく

いとロープで囲み、車の進入を全面禁止とい

たします。 

 なお、ことしは新たに、日陰となる休憩所

を設置する予定であり、さらには上水道の引

き込み工事も完了し、トイレやシャワーの水

が一時的に出なくなるようなことも解消され

ることから、運営の円滑化が図れるものと考

えております。 

 また、海上保安庁、警察、消防署などへの

連絡体制を万全にし、安心・安全な海水浴場

となるよう努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 清水議員。 

○11番【清水文雄君】 ことしは、シャワー

とかそういうものの水が出ないようになった

りすることはないということですけれども、

ぜひとも円滑な運営がされるようにお願いを

したいというふうに思います。と同時に、あ

りましたけれども、やっぱり防犯。この防犯

体制について、津幡警察署になるのか、きち

っとした対応をとっていただきたい、そんな

ふうに思います。 

 ３つ目ですけれども、四季を通じて、内灘

海岸へ訪れる観光客の方がふえております。

とりわけ外国人の人たちもよくあの鉄板道路

を歩いているのを見かけるんですけれども、

やっぱり休憩をしてきれいな夕日を眺めてい

ただく、ちょっとあこに休むスペースを設け

てはどうかなと。 

 何にも今は現状はないわけでありまして、

そんな志賀町みたいに世界一長いベンチまで

とは言いませんけれども、ちょっとしたベン

チを幾つか置くとか、そんなことも考えてい

く必要があるのではないかというふうに思う

んですが、町としての考えをお聞きをいたし

ます。 

○議長【中川達君】 都市整備部担当部長、

銭丸弘樹君。 

 〔都市整備部担当部長 銭丸弘樹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【銭丸弘樹君】 お答

えいたします。 

 議員ご提案の日本海の夕日を眺望できるベ

ンチなどの設置につきましては、内灘海岸の

にぎわい創出には有効と考えております。 

 昨年度策定いたしました内灘海岸賑わい創

出事業基本構想において、日本海の夕日を眺

望する休憩スペースを盛り込んでおり、基本

構想の具現化の折には整備する方向で検討し

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 清水議員。 

○11番【清水文雄君】 ほんな大げさなこと

を言ってるんではなくて、休憩、ちょっと座

って休むところがないから、夕日を眺めると

ころがないから、ベンチぐらい設置したらど

うですかということを言ってるんです。 

 ほんないつになるやらわからんような話を

言っているんではございません。早急に検討

をお願いをしたいというふうに思うんですけ

れども、いかがでしょうか。 

○議長【中川達君】 都市整備部担当部長、

銭丸弘樹君。 

 〔都市整備部担当部長 銭丸弘樹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【銭丸弘樹君】 今ほ

どの仮設的なベンチの設置につきましては、

海岸での車の往来による事故対策や砂の堆積

対策など、維持管理が困難な部分もあります

ので、先ほど答弁したとおり、基本構想の具

現化の際に検討したいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 清水議員。 

○11番【清水文雄君】 まあまあ基本構想と

いう、そういう大々的なようにとられている

ようでございますけれども、簡単なベンチ等

を置いていけばいいというふうに思いますの

で、ぜひとも検討をお願いをしたいというふ

うに思います。 
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 この質問の最後ですけれども、この間ずっ

と、安全・安心な内灘海岸づくりに向けて、

県として内灘海岸条例を制定してはどうかと

いうふうに言い続けてきたわけであります。

県との協議の状況をお聞かせをお願いをいた

します。 

○議長【中川達君】 都市整備部担当部長、

銭丸弘樹君。 

 〔都市整備部担当部長 銭丸弘樹君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【銭丸弘樹君】 お答

えいたします。 

 内灘海岸条例の制定につきましては、他県

の取り組み事例も参考に、県とも協議しなが

ら検討しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 清水議員。 

○11番【清水文雄君】 先日も通報があった

かと思うんですけれども、内灘海岸で大きな

やぐらを組んで、これ毎年やっとるそうです

けれども、火をたく、そんなことも通報を受

けてます。町へもした、消防へもしたと言っ

ていますけれども。 

 あと、バーベキューなんかもあちらこちら

で七輪持ち込みでやられているような状況も

ありますので、きちっと海岸条例をつくって

海岸の管理を強めて、安全・安心な内灘海岸

をつくっていきたい。そういう意味では、県

に対して強く要請をお願いをしたいと思いま

す。 

 次に、町の遊休施設の活用計画についてお

聞きをいたします。 

 検討状況をお聞きをいたします。 

○議長【中川達君】 総務課長、中川裕一君。 

   〔総務課長 中川裕一君 登壇〕 

○総務課長【中川裕一君】 お答えいたしま

す。 

 現在、旧消防庁舎を初めとした各遊休施設

については、各種団体の利用施設としての活

用や企業誘致による売却などを検討している

状況にあります。 

 なお、検討内容につきましては、議会に報

告するとのこれまでの委員会答弁を踏まえ、

まず今議会の６月会議で、所管の総務産業建

設常任委員会に報告したいと考えております。 

 また、旧鶴ケ丘東保育所については、おい

Ｃまち内灘の活動施設として、また行事用看

板等の倉庫として利用しております。したが

いまして、当面は、現在の利用を継続しなが

ら、必要に応じて、利用される方々のご意見

を伺いながら、隣接する生きがいセンターの

利用等も含め検討していきたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【中川達君】 清水議員。 

○11番【清水文雄君】 活用でございますけ

れども、委員会に報告するということでござ

います。それはそれでいいと思うんですが、

うわさによると民間へ、町の地面も含めて、

民間の地面も含めて賃貸をかける、そんな話

も聞いとるわけです。 

 本来だったら、３月議会で（仮称）産業支

援センター整備事業をやるときに同時に出し

てきて、その活用のあり方というのを同時に

出してくるべきだというふうに思います。 

 冒頭申しました町長の町政運営、議会を余

りにも軽視するようなやり方、そんなことを

これからは控えていただきたい。そんなこと

を申し入れて、私の一般質問を終了させてい

ただきます。 

○議長【中川達君】 清水議員の質問は終わ

りました。 

 これにて一般質問を終了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【中川達君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 お諮りいたします。明日８日から11日まで

の４日間は議案調査及び議案委員会審査のた

め休会といたします。これにご異議ございま

せんか。 
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   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【中川達君】 ご異議なしと認めます。

よって、明日８日から11日までの４日間は休

会とすることに決定いたしました。 

 なお、来る12日は午後１時から本会議を開

き、各常任委員長の報告を求め、質疑、討論

並びに採決を行います。 

 本日はこれにて散会をいたします。 

 皆様、ご苦労さまでございました。 

           午前11時45分散会 

 


